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	● 現代日本のパッケージ2024  トークショー 
「パッケージand　つながるデザイン」

日時 2024年10月27日（日）15:00～16:30

場所 印刷博物館 研修室／Zoom配信

登壇者 内田喜基（JPDA出版担当理事／株式会社cosmos）
東海林小百合（JPDA会員／Sayuri Studio, Inc.）
石原由紀子（JPDA出版委員会委員長／トーイン株式会社）

参加者数 対面21人／配信45人

内容 第一線でパッケージデザインに携わる御三方をお招きし、
トークショーを開催しました。現在のパッケージデザイナー
の仕事は、デザインだけにととまらず、ブランディング、商
品開発、動画制作など、多岐にわたることをお話しいただ
きました。

トークショーの様子 会場の様子

トークの様子

	● 講演会「どのように源氏物語は 
庶民に愛される文学になったのか」開催報告

日時 2024年11月24日（日）14:00～15:30

場所 印刷博物館 研修室

担当 中西保仁

参加者数 33名

内容 日本の代表的な古典文学『源氏物語』はいつ頃から、ど
のようにして一般にしられるようになったのでしょうか。平
安期以降、王族や貴族が書庫で大切に保管してきた写本
が江戸初期になると、京都の豪商らの手で活字本にされ
ます。以降、ダイジェスト版やパロディ等になりつつ、浮世
絵の画題として江戸庶民の人気を博します。2021年度企
画展「和書ルネサンス」出展作品をもとにお話ししました。

	● 世界のブックデザイン2023-24  トークショー 
「第57回造本装幀コンクール受賞者〈受賞作〉を語る」

日時 2025年2月1日（土）15:00～16:00

場所 印刷博物館 研修室／Zoom配信

登壇者 町口覚（グラフィックデザイナー／パブリッシャー）
川口翼（フォトグラファー）

参加者数 対面22名／配信27名

内容 文部科学大臣賞受賞『心臓』の著者とブックデザイナーの
方にお話をうかがいました。写真集の内容と、お話からう
かがえる著者の人となりが結びつき、本書のブックデザイ
ンの魅力がますます高まる内容でした。

	● 世界のブックデザイン2023–24トークショー 
「第57回造本装幀コンクール審査を振り返って」

日時 2025年3月2日（日）15:00～16:30

場所 印刷博物館 研修室／Zoom配信

登壇者 秋山伸（神戸芸術工科大学教授・多摩美術大学客員教授・
名古屋美術大学特別客員教授）
濱崎実幸（ブックデザイナー）
浜田桂子（絵本作家）

参加者数 対面21名／配信55名

内容 第57回造本装幀コンクール審査員の方々に、審査の様子
を振り返りながら上位三賞、奨励賞を受賞した作品につ
いてお話いただきました。
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	● さいたま文学館収蔵品展「明治の文芸雑誌」に協力 

「明治時代の印刷と出版事情」

日時 2024年5月11日（土）

会場 さいたま文学館 文学ホール

担当 山口美佐子

参加者数 74名

内容 さいたま文学館の収蔵品展「明治の文芸雑誌」の記念講
演会で、明治のニューメディアである雑誌がいつ誕生し、
どのように部数を増やし人々の手元に届いたのか、雑
誌が誕生しメディアとして成立していく社会背景や印刷技
術、出版事情などについて紹介しました。

	● オムニバス授業  静岡文化芸術大学 
デザイン学部専門科目「インダストリアルグラフィックス」

日時 2024年10月8日（火）、15日（火）13:00～14:30

場所 静岡文化芸術大学

担当 緒方宏大

参加者数 70人

内容 本授業は3年生を対象とした外部講師によるオムニバス科
目。全15回の講義の第2回、第3回目を担当し、「日本の
印刷の歴史と文化」（第2回）、「徳川家康は活字人間だっ
た‼－江戸時代の印刷・出版文化」をテーマに講義を行い
ました。あわせて印刷博物館の活動について紹介しました。

	● 日比谷図書文化館講座「江戸歴史講座」協力

日時 2024年4月26日（金）19:00～20:30

場所 日比谷図書文化館

担当 緒方宏大

参加者数 73人

内容 日比谷図書文化館が主催する「江戸歴史講座  第78回」
において、徳川家康による印刷・出版事業をテーマに講演
しました。印刷・出版文化の発展に貢献した家康の功績
など、あまり知られてこなかった活字人間家康の話を熱心
に聴講いただきました。

	● 多摩美術大学  講義「印刷概論Ⅰ」

第2回  印刷の歴史①（印刷の世界史）

日時 2024年4月23日（火）10:30～12:00

担当 石橋圭一

参加者数 174人

第3回  印刷の歴史②（印刷の日本史）

日時 2024年4月30日（火）10:30～12:00

担当 宇田川龍馬

参加者数 148人

第4回  印刷の仕組み①（凸版・凹版）

日時 2024年5月7日（火）10:30～12:00

担当 山口美佐子

参加者数 164人

第5回  印刷の仕組み②（平版・孔版）

日時 2024年5月14日（火）10:30～12:00

担当 石橋圭一

参加者数 161人

配信方法 Google Classroom、Zoom

内容 多摩美術大学グラフィックデザイン学科の学生を中心とした講
義「印刷概論Ⅰ」の第2～5回を印刷博物館にて担当しました。

	● 武蔵野美術大学 造形学部視覚伝達デザイン学科 
「印刷概論  印刷博物館の紹介」

日時 2024年7月2日（火）13:20-16:30

場所 印刷博物館

担当 式洋子

参加者数 92人

内容 講義形式での印刷博物館のなりたちや印刷文化学の説
明に加え、グループに分かれて「GRAPHIC TRIAL 2024
―あそび―」、プロローグ、常設展を見学しました。

講演の様子
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	● 活版歴史教室 
「欧文書体歴史旅行」

「米国の活字ルネサンスと書体」

日時 2024年7月13日（土）10:00～11:30

参加者数 63名

「サンセリフ書体と異端の系譜」

日時 2025年2月15日（土）10:00～11:30

配信方法 Zoom

担当 木谷正人

参加者数 126名

内容 昨年より開催している「欧文書体歴史旅行」は「米国のプ
ライベート・プレス書体」と「サンセリフ書体の派生」につ
いてZoom配信セミナーで解説しました。

	● 渋谷ハチコウ大学

日時 2024年5月15日（水）13:30～15:30
11月28日（木）13:00～14:30

場所 印刷博物館 研修室

担当 石橋圭一  本多真紀子

参加者数 42人

内容 渋谷ハチコウ大学とは、自らの生涯現役を考える・探す
きっかけとして、渋谷区内の大学や企業と連携し、新たな
学びの機会を提供する区民大学です。5月と11月にそれ
ぞれご来館いただきました。前期は「印刷の日本史」、後
期は「写真植字の100年」をテーマに講演を行い、あわせ
て展示もご覧いただきました。

	● 北九州工業高等専門学校

日時 2024年7月4日（木）10:45～12:15、13:00～14:30

配信方法 Zoom

担当 石橋圭一

参加者数 110人

内容 4年生と5年生向けの授業「文化交流史」にて、「印刷の世
界史」のオンライン講義を実施。就職を控えた学年という
ことで、TOPPANの企業紹介とともに印刷という技術が
文化の発展に貢献してきた姿を紹介しました。

「印刷の日本史」講義

第一回目の講座の様子

イベント参加募集ページ

教室の様子

	● 東京都立大学オープンユニバーシティ講座協力

第1回目 2024年10月5日（土）10:30～12:00

講義「徳川家康は活字人間だった‼―江戸時代の印刷・
出版文化」

場所 東京都立大学飯田橋キャンパス（東京区政会館三階）

担当 緒方宏大

参加者数 17人

第2回目 2024年10月19日（土）10:30 ～12:00

印刷博物館見学

場所 印刷博物館

担当 石橋圭一

参加者数 15名

東京都立大学オープンユニバーシティが提供する生涯学
習講座に協力しました。講義に加えて、展示見学や活版
印刷体験を実施しました。
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	● 活版印刷「欧文活字しおり」とギャラリートーク

日時 2024年7月27日（土）、8月3日（土）

場所 印刷博物館 P&Pギャラリー

担当 早川知子

参加者数 26名

内容 活版印刷にまつわる道具や機械、欧文活字書体の歴
史について紹介しました。イベント後半には、欧文活字
Colonnaを用いた栞の印刷体験を行いました。

	● 活版印刷実演

実施日 2024年5月6日（月・振休）、7月15日（月・祝）、
10月19日（土）

場所 印刷博物館 展示室、印刷工房前

参加者数 35人

内容 印刷工房のSNS上で人気のカラー印刷を題材に、季節
に合わせた活版印刷実演イベントを開催しました。「英仏
海峡トンネル開通の日」「海の日」「ハロウィン」といった
テーマに合わせ、インキの混色から印刷までの工程を実
演、印刷物を配布しました。また、関連する展示資料や印
刷機の解説も行いました。

	● 「写真植字の百年」展 
学芸員によるギャラリートーク

日時 ①2024年9月28日（土）15:00～

②2024年10月12日（土）15:00～

場所 印刷博物館 展示室

担当 本多真紀子

参加者数 ①15人／②16人

第1部から第3部までの代表的な資料の見どころや技術
的な解説、写真植字機の発明や開発にまつわる当時の
エピソードなどを紹介しました。

	● 「GRAPHIC TRIAL 2024」展示解説  誰でもガイドツアー

日時 ①2024年6月26日（水）15:00～16:00
②2024年6月27日（木）15:00～16:00
③2024年6月28日（金）15:00～16:00

場所 印刷博物館 P&Pギャラリー

担当 TOPPAN株式会社 GAC部

参加者数 ①20人  ②10人  ③8人

内容 事前の予約なしで、興味のある方ならどなたでも参加して
いただける展示解説を実施しました。解説を担当したの
は、各クリエイターの作品づくりを一緒にやってきたGAC
のメンバーです。作品づくりの秘話も含めて、GRAPHIC 
TRIALの醍醐味を味わえる機会となりました。

ツアーの様子
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会場の様子

貼り箱キット

	● 「写真植字の百年」展 
写真植字機デモンストレーション「MC-6型（2024）」

日時 2024年11月16日（土）
①11:00～11:30  ②13:30～14:00
2024年11月30日（土）
③11:00～11:30  ④13:30～14:00

場所 印刷博物館 展示室 

講師 長谷川昌紀（株式会社モリサワ）

参加者数 ①29人  ②26人  ③21人  ④34人

内容 「写真植字の百年」展に関連して、株式会社モリサワの協
力により、モリサワ社内からの講師をお招きし、デモンスト
レーションをおこないました。実際の写真植字機MC-6型
を体験用に改造した「MC-6型（2024）」の解説と実演を
行った後に、参加者のなかから抽選で実際に印字体験を
していただきました。

	● 「現代日本のパッケージ2024」ワークショップ 
貼り箱をつくろう

現代日本のパッケージ展関連イベントとして、講師に株式会社FPタイ

コーの藤崎忠志氏をお迎えし、貼り箱ワークショップを開催しました。

参加者は、貼り箱キットを使って、本格的な引き出し付きの貼り箱を製

作しました（先着順18名・有料）。

日時 2024年11月9日（土）13:30 〜14:30

協力 TOPPAN株式会社 生活・産業事業本部
SX推進センター SX事業開発本部 商品企画部2チーム

会場 印刷博物館 研修室

参加者数 16人

費用 2,200円（税込、材料費）

	● わたしだけのフォントスタンプを作ってバッグに描こう!

日時 2024年8月18日（日）10:30～12:00、13:30～15:00

協力 株式会社芸術造形研究所

場所 印刷博物館 研修室

参加者数 30人

内容 「欧文活字の銀河」展にちなみ、自分のイニシャルのフォ
ントスタンプを作成。スタンプには毛糸や発泡スチロール
といった身近な素材を使い、アルファベットや模様のスタ
ンプも手づくりしました。作成したスタンプを使い、自分だ
けのトートバッグに仕立てました。

完成作品の講評会
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	● 探究授業「印刷の世界をのぞいてみよう」

日時 2025年2月19日（水）13:00～13:45

場所 開智所沢小学校

参加者数 5年生63人

内容 印刷のしくみや歴史について、クイズや動画をまじえた参加
型の授業を行いました。児童から多くの質問や感想が挙がり、
身のまわりにある「印刷」に目を向けるきっかけとなりました。

［中級・中綴じのドイツ装ノート作り］

日時 2025年1月13日（月・祝）14:00～16:00

対象 中学生以上

参加者数 8名

費用 1,800円（税込、材料・道具使用費）

持ち物 表紙用にA4の紙を2枚

	● クリスマスカード活版印刷体験

日時 2024年12月21日（土）、22日（日）11:00～11:40

場所 印刷博物館 印刷工房前

参加者数 34人

内容 欧文活字を組んだ版でメッセージを印刷し、さらに雪だるま
型のエンボス加工の体験を行いました。

印刷体験の様子

	● 世界のブックデザイン2023–24 製本ワークショップ

ブックデザイン展関連イベントとして、製本ワークショップを開催。初級

では、今回初めて子どもを対象にした親子ワークショップを開催。初め

て本を作る参加者がほとんどで、長時間にもかかわらず集中して本作

りを楽しみました。中級では、各自で用意した表紙を用いた本を作成。

製本の仕組みを理解することで、各国の受賞図書を新たな視点で眺め

る機会にもなりました（各抽選10名・有料）。

協力 美篶堂＋本づくり協会

場所 印刷博物館 研修室

［初級・文庫本サイズのメモを使ってハードカバーのノート作り］

日時 2025年1月13日（月・祝）10:30～12:00

対象 小学生とその保護者

参加者数 7組

費用 1,800円（税込、材料・道具使用費）

授業の様子
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発表講演1

「真の日本植物誌を目指して――
牧野富太郎の印刷への執念」

藤川和美
高知県立牧野植物園 主任研究員

1862年に高知県で生まれた牧野富太郎は、独力で植物学

を学び、生涯で40万点に及ぶ押し葉標本を収集、約1,500

もの植物の名付け親となりました。植物図の名手としても知

られ、数多くの精緻な図を描き、植物知識の普及にも尽力

しました。処女作『日本植物志図篇』は自ら石版印刷術を

習得して自費出版したものであり、印刷への執念を見ること

ができます。その後心血を注いだ『大日本植物志』の図の

美しさには、目を見張るものがあります。また、牧野博士の

蔵書コレクションには、参考にしたであろう優れた先人たち

による夥しい数の書籍や植物図が収められています。

　植物の形の真を伝えるため、生涯を通じ図の正確さを追

い求めた牧野博士の姿と、複製技術としての印刷が持つ影

響力についてお話しいただきました。

第
5
回
印
刷
文
化
学
会
議

藤川和美氏 発表講演

『大日本植物志』第1巻第4集より

ミニレクチャー 石版印刷実演

2025年2月8日（土）に「第5回印刷文化学会議」を開催し

ました。今回のテーマは「彫るから描くへ  石版印刷がひら

いた植物学の世界」。本草学から近代植物学への転換に、

石版印刷がどのような役割を果たしたのか、新たな学問を

築く礎となった姿について、理解を深めました。

　イベントは2部構成で、第1部では当館印刷工房インスト

ラクターによる石版印刷についてのミニレクチャーの後、2

名の専門家による発表講演を行いました。第2部では当館

学芸員をモデレーターに加え、植物学の発展と印刷との関

わりをさらに掘り下げました。

　今回は、会場にお客さまをお招きするとともに新たな試み

としてYouTubeでのLive配信を行い、遠方からも多くの方

にご参加いただきました。

ミニレクチャー

「石版印刷とは」
前原啓子
印刷博物館 印刷工房インストラクター

石版印刷は、現在主流であるオフセット印刷の原点となっ

た技術です。1798年の発明当初は、楽譜や地図の印刷、

銅版や活版による印刷物の複製が目的でしたが、次第に美

術の分野でも広まり、特にフランスでは19世紀を通じて多く

の画家たちが石版印刷による作品を制作しました。日本に

は幕末に導入され、西洋の技術者の指導のもと、明治時代

に本格的に普及していきます。

　本レクチャーでは製版から印刷までの実演を交えながら、

石版印刷の仕組みについても詳しく紹介しました。
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発表講演2

「植物学者と画工」

藏田愛子
東京大学大学院人文社会系研究科助教

牧野博士と同時代に活躍した学者にとって、絵を専門的に

描く「画工」の存在は欠くことのできないものでした。描い

た通りに印刷できる石版印刷の登場によりその存在感は増

していき、明治10、20年代の東京大学理工学部において、

学者と画工の協働により数多くの出版物が刊行されていき

ます。

　なかでも、1891（明治24）年に出版された『日本植物図

解』に注目し、出版計画と刊行に至る経緯を詳しく紹介い

ただきました。著者であり、初代植物学教授であった矢田

部良吉、小石川植物園にて画工を務め、図版原画を数多く

担当した渡部鍬太郎の関係に注目し、植物学者と画工との

関わりについてご講演いただきました。

藏田愛子氏 発表講演

パネルディスカッション

藤川和美氏、藏田愛子氏
モデレーター  石橋圭一（印刷博物館学芸員）

発表講演を踏まえ、牧野博士の書物コレクターとしての一

面や、植物図の印刷に石版印刷を選択した理由について、

また、同時代を生きた矢田部良吉、渡部鍬太郎との関係性

や学者と画工の役割分担について、さらに深掘りしました。

会場からは、牧野博士が手がけた植物図が印刷物になるま

での経緯について質問があり、石版印刷とともに銅版印刷

が併用されていたとの回答が示されました。

　会場では終了後も登壇者と積極的に交流する参加者の

姿が多く見られ、関心の高さがうかがえるイベントとなりま

した。

テーマ 「彫るから描くへ  石版印刷がひらいた植物学の世界」

開催日時 2025年2月8日（土）13:00～16:00

会場 東京大学  情報学環・福武ホール

実施形態 会場とYouTube Live配信のハイブリッド開催

講師 藤川和美（高知県立牧野植物園  主任研究員）

藏田愛子（東京大学大学院人文社会系研究科助教）

参加者数 合計414人（会場参加108人、YouTube Live参加306人）

パネルディスカッション
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第3話：活字ルネサンス解説の様子（オンライン）
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	● 欧文書体アーカイブ木活字編  進捗報告

印刷博物館では、所蔵する活版印刷用の金属活字を常設

展示「印刷工房の欧文書体アーカイブ」で来館者の皆さま

へ公開しています。今年度は、新ジャンルの木活字書体の

データベースを進め、iPadコンテンツとして木活字の基礎

データベース編を完成させました。ここでは各書体の一覧

表示や検索はもちろん、木活字の歴史や製造方法、木活字

を使ったプレイビルと呼ばれる昔の演劇ポスターと使用され

ている書体の解説などがご覧いただけるようになっていま

す。また、博物館が収蔵する木活字とは切っても切れない、

装飾活字も一緒に閲覧できるようにしました。

　このコンテンツは2025年の夏からP&Pギャラリーで開催

予定の「木活字展」でのお披露目となります。

　また、この木活字展に合

わせてさらにiPadで木活

字データベースを使って作

るインタラクティブ・コンテン

ツの追加開発を進めてま

いります。ご期待ください。

第4話：ローマンとサンセリフ解説の様子（オンライン）

	● 活版歴史教室「欧文書体歴史旅行」の書体研究

Zoomセミナー「欧文書体歴史旅行」では博物館の欧文

アーカイブパネル展示に表示されている書体“R”の根底に

潜在する見えない人・モノ・コトに焦点を当て、毎回、多く

の関連資料を紐解きながら多くの基礎資料を作成し、その

中のエッセンスを毎回ご紹介しています。今年度は第3話を、

ウィリアム・モリスのアーツ＆クラフツが英国から米国へ渡

り、どのように派生していったのか?そこで生み出された書

体と活字鋳造所の想いやこだわりを「米国の活字ルネサン

スと書体」と題して解説。そして第4話は書籍の文字から広

告用の文字へテーマを移し、その派生を「サンセリフ書体と

異端の系譜」と題して解説しました。このセミナーはタイポ

グラフィに興味をもつ方だけでなく、一般の方々にも多く参

加していただいているため、より多くの方々にも理解しても

らえるよう、欧文アーカイブパネルに使用している“R”のフォ

ルムの比較や、それぞれの書体・作品と実際に使用されて

いる事例画像も合わせてわかりやすくご紹介しました。こ

のZoomセミナーでは今後もシリーズ続編として装飾書体

や木活字をテーマに引き続き発信していく予定です。
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Printing H
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印刷工房は、活版印刷技術の保存や伝承、研究活動を行っ

ている施設です。印刷体験や工房見学ツアーを通した活

版印刷の普及にも取り組んでいます。

	● 常設イベント

毎週火曜日と水曜日に開催する「工房見学ツアー」では、

インストラクターが印刷工房内の活字や機械を案内します。

今年度は530人が参加しました。

　毎週木曜日から日曜日、祝日に開催する「活版印刷体

験」は、好きな言葉を活字で組み、カードなどを印刷する

ワークショップです。栞やコースター、グリーティングカード

などの作品づくりに1,591人が参加しました。

　毎週土曜日と日曜日、祝日には「木製手引き印刷機 印

刷実演」を行っています。現存する世界最古の木製手引き

印刷機のレプリカを用いて、16～18世紀頃のヨーロッパに

おける印刷の様子を2,295人に紹介しました。

活版印刷体験の様子

	● 団体・教育機関対応

印刷工房で見学・体験される団体のお客さまは、小学生か

ら社会人まで多岐にわたります。学校の職場体験や企業

の研修、生涯学習などさまざまな場面で活用いただき、今

年度は300団体3,513人が参加しました。

	● 季節のカード印刷体験

2025年2月にバレンタインカード、3月に春のグリーティング

カードの印刷体験を行いました。期間中の常設イベントに

参加された計157人にカードを印刷していただき、さまざま

な欧文書体の活字に触れる機会となりました。期間中の土

日には計400人のお客さまに好きなデザインのカードをお

持ち帰りいただきました。

工房見学ツアー、活版印刷体験で印刷する作品

季節のカード

	● その他特別イベント

2025年3月、デザインを学ぶ美術大学の学生を対象に「欧

文名刺ワークショップ」を行いました。武蔵野美術大学の2

年生から大学院生までの6人が参加し、スペーシングの実

践や欧文書体アーカイブの展示解説を通して、欧文タイポ

グラフィを学ぶ機会となりました。

　また、同月にTOPPANグループ 従業員限定イベント

「OPEN HOUSE week」を開催し、61人の従業員が名刺

づくりを体験しました。名刺用紙はカートカンなどの損紙を

原料として、東京都チャレンジドプラスTOPPAN株式会社

の紙すき工房で制作した再生紙を使用しました。
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	● 活版印刷体験「ポストカードを印刷しよう」

カラフルな宇宙のイラストと活字で組んだ自分の名前をはが

きに印刷し、暑中・残暑見舞い用のポストカードをつくります。

実施日 2024年7月23日～8月14日の火・水曜日
＊8月13日は休館日

時間 1回目 10:30～10:50
2回目 10:45～11:05
3回目 11:00～11:20
4回目 11:15～11:35

参加者数 96人

	● 中綴じ製本体験「マイノートをつくろう」

B5判で64ページの本格来なノートをつくりました。最初に大き

な紙を2枚折りたたんで本文をつくり、次に表紙でくるんでから

背をホッチキス留めします。最後に三方断裁をして完成です。

実施日 2024年7月25日（木）～8月16日（金）の木・金

時間 1回目 10:30～11:00
2回目 11:00～11:30
3回目 11:30～12:00

参加者数 424人

	● 硬券印刷体験「銀河鉄道のきっぷを印刷しよう」

昔の鉄道きっぷを印刷していた硬券印刷機を動かして、『銀

河鉄道の夜』に出てくる停車駅のきっぷを印刷しました。昔

のきっぷに関するアレコレや銀河鉄道の停車駅についても

お話しました。

実施日 2024年7月25日（木）～8月16日（金）の木・金

時間 1回目 13:00～13:30  2回目 15:00～15:30

参加者数 272人

	● 平版印刷体験「寒天をつかって印刷しよう」

アニリン染料をもとにしたインキで紙に絵を描き、バットに

固めた寒天に転写します。寒天にそっと紙を置き、上から

ローラーでゆっくりこすり、はがせば完成です。

実施日 2024年8月7日（水）

時間 14:00～15:00

参加者数 47人

	● 製本加工体験「ポップアップ絵本をつくろう」

色をぬり、ハサミで切りとり、両面テープを使って丁寧に組

み立てました。ページを開くと海のいきものたちが立ち上が

るポップアップ絵本の完成です。

実施日 2024年8月14日（水）

時間 14:00～15:30

参加者数 11人

寒天印刷の見本刷り

「海のいきもの」表紙

オリジナルポストカード

銀河鉄道きっぷ4点セット

35

印
刷
工
房
｜
夏
休
み
体
験
教
室



C
ollaboration W

ith
 

O
utside Institutions

他
館
と
の
連
携
活
動

	● 産業文化博物館コンソーシアム

産業文化博物館コンソーシアム（略称：COMIC〔Consortium Of 

Museums for Industry and Culture〕）は、2008年3月に発足した産

業系博物館によるつながりです。

　2024年度で17年目に入りました。今年はリアル開催を主軸に全6回

の会合を行いました。

第89回ケーススタディ
	● 東武博物館における動態保存について

実施日 2024年5月21日（火）

主催館 東武博物館

参加館 伊藤研修センター、イノベーションロード、S/PARK Museum、
オリンパスミュージアム、花王エコラボミュージアム、花王
ミュージアム、ガスミュージアム、紙の博物館、キヤノン、
KDDI MUSEUM、シチズンミュージアム、渋沢史料館、渋
沢栄一記念財団、セイコーミュージアム銀座、製粉ミュージ
アム、世界のカバン博物館、ゼンリンミュージアム、タカラト
ミーアイビス、ダスキンミュージアム、田辺三菱製薬史料館、
たばこと塩の博物館、旅の図書館、地下鉄博物館、東武博
物館、トヨタ産業技術記念館、トヨタ博物館、トヨタ紡織歴
史未来館、ニュースパーク（日本新聞博物館）、日本郵船歴
史博物館、NOVAREアーカイブス、長谷工マンションミュー
ジアム、紅ミュージアム、ホーユーヘアカラーミュージアム、
まほうびん記念館、郵政博物館、容器文化ミュージアム、ロ
マンスカーミュージアム

（事務局）印刷博物館、トータルメディア開発研究所

内容 東武鉄道の創立90周年記念事業として1989年に設立され
た施設。施設内に展示することが困難である大型の引退
車両を、実際の営業に使いながら保存をするという鉄道会
社ならではの動態展示について紹介いただきました。日
本の産業遺産として重要な実物車両を保存することの意義
と、そのための苦労について知ることができました。

第90回ケーススタディ
	● ロマンスカーミュージアムの事業展開

実施日 2024年7月12日（金）

主催館 ロマンスカーミュージアム

参加館 アドミュージアム東京、i-muse IHI HISTORY MUSEUM、
伊 藤 研 修 セ ンタ ー、イノベ ーションロ ード、S/PARK 
Museum、NHK放送博物館、オリンパスミュージアム、花
王ミュージアム、ガスミュージアム、紙の博物館、KDDI 
MUSEUM、シチズンミュージアム、渋沢栄一記念財団、セ
イコーミュージアム銀座、世界のカバン博物館、ゼンリン
ミュージアム、タカラトミーアイビス、ダスキンミュージアム、
田辺三菱製薬史料館、たばこと塩の博物館、地下鉄博物
館、東書文庫、東武博物館、ニュースパーク（日本新聞博
物館）、NOVAREアーカイブス、長谷工マンションミュー
ジアム、物流博物館、紅ミュージアム、ホーユーヘアカラー
ミュージアム、ヤマトグループ歴史館、郵政博物館、容器文
化ミュージアム、ロマンスカーミュージアム

（事務局）印刷博物館、トータルメディア開発研究所

内容 小田急電鉄が保存してきた引退車両を、一般公開するため
に2021年に設立された施設。地域や関係団体と連携した
企画展やイベントの開催、ミュージアムを会場としたイベント
の誘致など、斬新な活動が印象的でした。鉄道というキラー
コンテンツを持ちながら、鉄道ファン以外にも来館してもら
えるきっかけづくりに取り組んでいることが紹介されました。

第91回ケーススタディ
	● KDDI MUSEUMの取り組み～挑戦の歴史展示と未来人財の育成～

実施日 2024年9月24日（火）

主催館 KDDI MUSEUM

参加館 i-muse IHI HISTORY MUSEUM、アドミュージアム東京、
イノベーションロード、S/PARK Museum、NHK放送博物
館、オリンパスミュージアム、花王ミュージアム、ガスミュージ
アム、キヤノン、KDDI MUSEUM、シチズンミュージアム、
渋沢栄一記念財団、セイコーミュージアム銀座、世界のカ
バン博物館、ゼンリンミュージアム、タカラトミーアイビス、ダ
スキンミュージアム、田辺三菱製薬史料館、たばこと塩の
博物館、地下鉄博物館、東書文庫、東武博物館、トヨタ産
業技術記念館、トヨタ紡織歴史未来館、日本郵船歴史博物
館、ニュースパーク（日本新聞博物館）、NOVAREアーカイ
ブス、長谷工マンションミュージアム、物流博物館、紅ミュー
ジアム、ヤマトグループ歴史館、郵政博物館、容器文化ミュー
ジアム、ロマンスカーミュージアム

（事務局）印刷博物館、トータルメディア開発研究所

内容 KDDIが通信技術の発展とその歴史を未来へ伝えることを
目的に2020年に設立した施設。企業PRを目的としつつも、
地域の小学校向けの社会科見学用のプログラムを作成し、
社会教育のために貢献するなど、未来人財の育成に努め
ていることが紹介されました。課題として、会社が事業継続
する中で重要資料が散逸しないよう、その整理や保存が必
要であることが挙げられました。

第92回ケーススタディ
	● 長谷工マンションミュージアムの取り組み～集まって暮らすことの豊かさ～

実施日 2024年11月12日（火）

主催館 長谷工マンションミュージアム

参加館 i-muse IHI HISTORY MUSEUM、伊藤研修センター、イ
ノベーションロード、S/PARK Museum、NHK放送博物館、
オリンパスミュージアム、花王ミュージアム、ガスミュージア
ム、紙の博物館、KDDI MUSEUM、シチズンミュージアム、
渋沢栄一記念財団、セイコーミュージアム銀座、製粉ミュー
ジアム、世界のカバン博物館、ゼンリンミュージアム、タカラ
トミーアイビス、ダスキンミュージアム、田辺三菱製薬史料
館、地下鉄博物館、帝国データバンク史料館、東芝未来科
学館、東書文庫、東武博物館、トヨタ紡織歴史未来館、ニュー
スパーク（日本新聞博物館）、NOVAREアーカイブス、長
谷工マンションミュージアム、物流博物館、紅ミュージアム、
ホーユーヘアカラーミュージアム、まほうびん記念館、郵政
博物館、容器文化ミュージアム、ロマンスカーミュージアム

（事務局）印刷博物館、トータルメディア開発研究所

内容 長谷工グループの創業80周年記念事業として「会社のコ
マーシャルではなく、集合住宅を好きになってもらえるミュー
ジアム」を目指し2018年に設立。集合住宅の歴史、暮らし
と住居の変遷、計画から完成、安心・安全に暮らすための
取り組みなど、多くのことを学ぶことができました。団体予
約の増加や想定外のお客さまへの対応などが課題とのこ
とでした。
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	● 笹川平和財団共催「日本と中国の漢字を楽しもう!」

日時 2024年7月27日（土）13:00～15:30

協力 笹川平和財団

場所 印刷博物館 研修室

参加者数 15人

内容 中国から日本へ伝来した漢字の成り立ちを学んだ後、後
半は、参加者が新しい「漢字」を考え、発表をしました。オ
リジナルの漢字を考えるということで、参加者の発想豊か
な文字の数々に、発表のたびに参加者や保護者の方か
らの驚きの声があがっていました。漢字は、印刷を考える
上でも欠かすことのできない重要な文字表現手法の一つ
です。展示物に印刷された漢字の数々を、普段とは違っ
た視点でご覧いただけました。

ワークショップの様子

第93回ケーススタディ（リアル＋オンライン）
	● すみだ企業博物館連携協議会の活動について〜

「日常をつくる!企業博物館からみた昭和30年代」展を事例に〜

実施日 2025年1月24日（金）

主催館 たばこと塩の博物館

参加館 IHIエアロスペース、i-muse IHI HISTORY MUSEUM、
アドミュージアム、伊藤傳三記念館、伊藤研修センター、イ
ノベーションロード、NHK放送博物館、オリンパスミュー
ジアム、花王ミュージアム、花王エコラボミュージアム、ガス
ミュージアム、紙の博物館、KDDI MUSEUM、シチズン
ミュージアム、渋沢栄一記念財団、渋沢史料館、島津製作
所創業記念資料館、セイコーミュージアム銀座、製粉ミュー
ジアム、世界のカバン博物館、ゼンリンミュージアム、タカラ
トミーアイビス、ダスキンミュージアム、田辺三菱製薬史料
館、たばこと塩の博物館、地下鉄博物館、帝国データバン
ク史料館、東芝未来科学館、東書文庫、東武博物館、トヨ
タ産業技術記念館、トヨタ博物館、トヨタ紡織歴史未来館、
日本たばこ産業株式会社、ニュースパーク（日本新聞博物
館）、NOVAREアーカイブス、長谷工マンションミュージア
ム、物流博物館、紅ミュージアム、ホーユーヘアカラーミュー
ジアム、まほうびん記念館、三菱みなとみらい技術館、ヤマ
トグループ歴史館、郵政博物館、UCCコーヒー博物館、容
器文化ミュージアム、ロマンスカーミュージアム

（事務局）印刷博物館、トータルメディア開発研究所

内容 博物館の概要と「すみだ企業博物館連携協議会」の紹介、
特別企画展のきっかけや5館で連携しながら進めた企画展
の準備や連携企画の成果について講演をいただきました。
その後、特別展示室と機械倉庫の見学を行いました。企業
ミュージアム間の連携ならびに地域連携に取り組む目的、
意義、成果など、いろいろ学ぶことの多いケーススタディと
なりました。

第94回ケーススタディ
	● イノベーションロード  見て、触れて、体感出来る

「音と音楽のミュージアム」～企業ミュージアム設立の経緯と概要～

実施日 2025年3月11日（火）

主催館 イノベーションロード

参加館 アドミュージアム東京、伊藤研修センター、イノベーション
ロード、NHK放送博物館、エプソンミュージアム諏訪、オリ
ンパスミュージアム、花王エコラボミュージアム、花王ミュー
ジアム、ガスミュージアム、シチズンミュージアム、JAL SKY 
MUSEUM、渋沢栄一記念財団、島津製作所創業記念資
料館、セイコーミュージアム銀座、ゼンリンミュージアム、ダ
スキンミュージアム、田辺三菱製薬史料館、たばこと塩の博
物館、地下鉄博物館、東書文庫、東武博物館、トヨタ産業
技術記念館、トヨタ紡織歴史未来館、内藤記念くすり博物
館、日本郵船歴史博物館、NOVAREアーカイブス、長谷
工マンションミュージアム、ホーユーヘアカラーミュージアム、
容器文化ミュージアム

（事務局）印刷博物館、トータルメディア開発研究所

内容 モノづくりの町である浜松の三大産業の一つである楽器
産業や、「音楽の都」を目指す浜松について紹介いただく
とともに、楽器産業の中核であるヤマハのイノベーション
ロード設立の経緯やミッションについて講演いただきま
した。展示見学では、楽器を見て、音を聞いて、直接触
れる、五感で感じる新たなミュージアム体験をすること
ができました。
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	● リアン文京にて出張ワークショップ協力

対象 リアン文京（成人部門）

実施日 2024年10月12日（土）

場所 文京総合福祉センター

参加者数 28人

内容 四六判の紙を折り、B5サイズ64ページの中綴じノートづく
りを行いました。7月に職場体験で来館した放課後等デイ
サービス「びおら」の生徒たちに、ボランティアスタッフとし
て、参加者のサポートなどを手伝ってもらいました。

	● 第28回「いたばし産業見本市」出張ワークショップ協力

対象 小・中学生

実施日 2024年11月16日（土）

場所 板橋区立植村記念加賀スポーツセンター

参加者数 18人

内容 板橋区内の産業について、見て、触れて、体験できる見
本市に、小・中学生向けのイベントとして、中綴じ製本体験

「マイノートをつくろう」で協力しました。各回定員6名で
3回実施し、18人全員に体験いただきました。

	● 文京区立大塚地域活動センター・オープンスペース 
中綴じ製本体験 「マイノートをつくろう」

対象 文京区小学生

連携先 文京区青少年プラザb-lab

実施日 2024年11月17日（日）

場所 文京区立大塚地域活動センター・オープンスペース

参加者数 24人

内容 昨年度に引き続き、文京区の小学生を対象に中綴じ製本
体験を行いました。今回は文京区青少年プラザb-labの
中高生ボランティアに体験のサポートをしてもらい、地域
の児童と生徒が交流する機会となりました。

	● 都立工芸高校学校運営連絡協議会への参加

対象 都立工芸高校

実施日 2024年7月5日（金）、11月26日（火）、
2025年3月12日（水）

場所 都立工芸高校

内容 都立工芸高校の地域関係者として出席。学校の取り組
み内容や日常の教育活動を把握し、学校と地域との連
携の進め方についての助言や意見交換を行いました。

	● 文京ミューズフェスタ2024への参加協力 

対象 文京区民

実施日 2024年12月19日（木）

場所 文京シビックセンター

内容 活版印刷機によってクリスマスカードをつくる出張体験で
参加協力しました。156人のみなさんに、2色とエンボス
によるカラフルなカードを印刷していただきました。

	● ぷらりとしまU30s 
活版印刷を体験しよう―言葉遊びを楽しむ― 

日時 2025年3月22日（土）10:00～12:30

主催 巣鴨地域文化創造館

場所 印刷博物館  印刷工房、研修室

参加者数 10人

内容 巣鴨文化創造館主催のワークショップの開催協力を行い
ました。30歳以下の参加者限定で、活版印刷体験を行
いました。原稿は、ことば遊びとして昔から親しまれてき
た「回文」。制作体験を通じて、それぞれの魅力を楽しん
でいただきました。

	● 文京区立金富小学校との連携授業

対象 文京区立金富小学校4年生、5年生

実施日 2024年11月19日（火）、26日（火）、28日（木）、29日（金）、12
月10日（火）、12日（木）、20日（金）、1月16日（木）、17日（金）、
21日（火）（5年生）2025年2月18日（火）、26日（水）（4年生）

場所 金富小学校、印刷博物館

内容 2001年より連携授業が始まり、23回目を迎えました。
　5年生100人は「金富八景」と題し、新入生に向けて、
学校の良いところを紹介するはがきをつくりました。班ご
とにキャッチコピーや絵を考え、印刷工房で文選、植字、
文字・樹脂版の印刷を体験しました。
　4年生87人は、ひらがなの活字で名前を拾い、名刺を
印刷しました。

クリスマスカード

金富八景はがき（5年生）
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	● インターンシップへの協力

対象 東京都立飛鳥高校 1年生、3年生

実施日 2024年8月29日（木）

場所 印刷博物館

内容 インターンシップ授業として2名の高校生に就労機会をご
提供しました。博物館や学芸員の仕事について知るとと
もに、ショップ関連の作業や展覧会企画会議といった業
務を体験しました。

	● 中学校職場体験

対象 文京区立音羽中学校 2年生

実施日 2024年7月10日（水）～12日（金）

対象 文京区立第三中学校  2年生

実施日 2024年9月10日（火）～12日（木）

場所 印刷博物館

内容 学芸員の仕事として資料実測や展示キャプションづくりに
挑戦しました。また、福袋の商品詰めといったショップの
業務や印刷工房で活版印刷を体験し、お客さま対応や、
準備、片付けを実践しました。

	● 実践女子学園との包括連携協定に基づく活動 
キャリアプランニング授業への協力 

実施日 2024年6月7日（金）、6月28日（金）、7月5日（金）

場所 実践女子大学渋谷校舎

連携先 実践女子大学文学部国文学科2年生

参加者数 64人

内容 「持続可能な印刷博物館ミュージアムグッズを考える」とい
うテーマのもと、新商品開発の授業を行いました。博物館
の特性に加え、環境配慮や多様性、日本文化継承といっ
たSDGsの視点を盛り込んだ提案が数多く生まれました。

	● 東京都市大学付属中学校キャリアスタディへの協力 

対象 東京都市大学付属中学校3年生

実施日 2024年8月7日（水）

場所 印刷博物館

参加者数 6人

内容 学芸員の話や見学、業務体験を通して、企業博物館の活
動内容や役割を知ってもらうとともに、社会で働くことの
意義ややりがい等を学んでいただきました。

	● 放課後等デイサービス「びおら」の職場体験協力 

対象 放課後等デイサービス「びおら」の生徒

実施日 2024年7月4日（木）、25日（木）

場所 印刷博物館

参加者数 8人

内容 文京総合福祉センターの放課後等デイサービスを利用す
る生徒が、夏休み体験教室のボランティアスタッフとして、
中綴じ製本体験「マイノートをつくろう」に参加しました。

企画会議の様子

資料登録のための採寸作業の様子

印刷工房での体験の様子
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	● 一般社団法人アルバ・エデュ主催の授業への協力 
「いんぱくオリジナルキャラクターをつくろう」

実施日 2024年6月26日（水）、7月31日（水）

場所 印刷博物館

連携先 一般社団法人アルバ・エデュ

参加者数 全国5拠点  10人

内容 印刷博物館と一般社団法人アルバ・エデュは2023年より
「子ども第三の居場所」に通う子どもたちに向けたオン
ライン授業を行っています。本年度は、印刷博物館のオ
リジナルキャラクターをテーマに実施しました。まず印刷
のしくみや歴史をクイズ形式で学び、子どもたちが好きな
展示資料を選んで、その特徴を伝えるためのキャラクター
づくりに挑戦しました。完成したキャラクターは当館のメ
タバース空間「いんぱくメタミュージアム」にて展示してい
ます。全国どこからでもPCやスマートフォンよりアクセス
可能です。子どもたちが考えた独創的な作品をぜひご覧
ください。

	● 文化学園杉並中学・高等学校  博学連携授業

実施日 2024年7月12日（金）、14日（日）13:00～17:00

場所 印刷博物館 展示室、研修室

参加者数 18人

内容 博学連携を行うことで、新たな教育スタイルを築くことを
目標に実施。通常、展示のアテンドを行う中で、資料の
説明を行っていますが、本授業では、説明を極力行わず、
生徒自身が資料を観察し、自分なりの発見が得られるよ
うにしました。二日目は、初日で得られた資料の特徴を
もとに、自ら解説を考え、来場者へのアテンドを想定した
解説をアウトプットとして行ってもらいました。教育機関と
連携して新たな教育価値を生み出そうとする試みを、今
後も行っていきます。

	● 品川区立品川図書館の認知症カフェにて 
「活版印刷しおりとマイノートづくり」開催

対象 認知症カフェ参加者

実施日 2025年2月13日（木）

場所 品川区立品川図書館

参加者数 11人

内容 品川図書館では、楽しく気軽に参加できる交流の場所と
して、毎月認知症カフェを行っています。70歳代の方を
中心に、活版印刷とノートづくりを実施しました。印刷体
験では、ひらがなの活字で名前を組み、しおりを完成さ
せました。手先を動かし、ものづくりを楽しみながら、地
域の方々と交流する場となりました。

	● リスキリング支援

対象 東京都立中央・城北職業能力開発センター、
東京ミドルワークチャレンジ！、葛飾デザイン塾

実施日 2024年4月12日（金）、5月17日（金）、7月10日（水）、7月20
日（土）、11月14日（木）12月24日（火）、2025年3月25日（火）

場所 印刷博物館

参加者数 全120人

内容 都内の職業訓練校によるリスキリングプログラムのお手
伝いをしました。連携先3校とも印刷デザインの専門技
術を学び、印刷会社をはじめとしたメディア系企業への
就職をめざす方々の学校です。常設展での印刷史や印
刷技術の学び、印刷工房で活版印刷体験をおこないまし
た。さらに学芸員によるレクチャーを通して、東京の地場
産業が印刷であることを知ることで、資格取得に欠かせ
ない「地域産業の理解」の機会となりました。

	● 児童養護施設での出張ワークショップ

実施日 2025年1月18日（土）、2月16日（日）、3月16日（日）

場所 東京都清瀬市、八王子市

参加者数 35人

内容 学習・体験支援を行うNPO法人「HUG for ALL」と連携
し、児童養護施設で暮らす子どもたちに向け、製本体験

（マイノートづくり）を行いました。ボランティアの大人と子
どもたちが協力しながらノートの表紙や中身に自由に絵
を描き、個性あふれるオリジナルのノートが完成しました。

ディスカッションパートの様子

活版印刷体験の様子

いんぱくメタミュージアム 特別展示室の様子
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印刷博物館では収蔵資料約7万6千点と、ライブラリーの

図書資料約7万点の合計約14万6千点の資料を所蔵してお

ります。収蔵資料は展示室に展示する資料で、展示してい

ないときは収蔵庫で保管しております。基本的には展示以

外での公開はしておりません。一方でライブラリーは、一般

のお客さまの閲覧希望に応じて、書庫にある図書資料を司

書がお出しして閲覧に供しています。

　資料の取り扱いは異なりますが、どちらも末永く資料を保

存できるよう、保存環境の整備と、資料の修復に取り組ん

でおります。

	● 環境の整備

	● 1.環境調査

年に1回専門業者に依頼し、収蔵庫や書庫、展示室やバッ

クヤードも含めた館内の害虫のモニタリング調査を実施し

ています。
	● 2.清掃

学芸員が手分けをして、定期的に収蔵庫内の清掃を実施し

ています。棚の上や資料の上の塵払い、床の掃除機掛け

を行っています。手の届かない天井や壁、扉の隅、換気口

などは専門業者に清掃を依頼しています。

	● 資料の修復

	● 1.収蔵資料

・	修復：10点

・	主な資料

PROEF VAN LETTEREN
『エンスヘデ活字鋳造所の見本帳』（資料No. 56339）

状態 総革装タイトバックで、ヒンジ部の革の損傷や剥がれがみら
れる。

処置 損傷箇所はリタンニング溶液を塗布。革が剝がれている部
分はでんぷん糊で貼り戻し、ヒンジ部とヘッドキャップは染色
の和紙を用いて補修し、保革油の塗布などを行った。

『絵本  福壽草』（資料No. 01931）

状態 四ツ目綴じの和本で、表表紙には貼り紙が貼られている。
本紙は小口が摩耗して擦り切れており、また多くの欠損して
いる状態であった。

処置 表表紙の貼り紙の除去、欠損部の和紙による補修、フラット
ニング、新しい糸での綴じ直しなど。

	● 2.ライブラリー資料

・	修復：34点

・	主な資料

『Monsen 見本帖』Vol.1（資料No.10028607）

状態 大半のページにセロハンテープが貼られている。バインダー
製本のため綴じ穴付近の傷み、本紙の亀裂がみられる。

処置 全ページセロハンテープの除去と､ 綴じ穴補強を中心とした
本紙の補強を行った。

修復前

修復前

修復前

修復後

修復後

修復後
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	● 新規登録蔵書数

期間：2024年4月～2025年3月 （冊）

和書 609

洋書 161

和雑誌 691

洋雑誌 230

合計 1,691

	● 利用統計

・	開室日数：254日

・	閲覧者：623人

・	書庫出納：1,507冊

・	レファレンス：56件

・	複写申込：14件

・	WebOPAC利用：9,808件

	● 見学･研修対応、取材対応

・	10月29日（火） 国立国会図書館

	● 寄贈者
	● 1.機関・団体
・	〈国内（五十音順）、法人名および法人格省略〉

アイヌ民族文化財団、朝日新聞出版、アドミュージアム東京、アドミュー

ジアム東京ライブラリー、天草市立天草キリシタン館、板橋区産業経済

部産業振興課、伊能忠敬記念館、岩手県立博物館、岩手県立美術館、

印刷学会出版部、印刷工業会、宇都宮美術館、海の見える杜美術館、

うらわ美術館、NHK放送博物館、エムディエヌコーポレーション、大阪

国際児童文学振興財団、大阪DTPの勉強部屋、大阪府印刷工業組合、

太田記念美術館、大塚ホールディングス、おりがみ会館、科学技術館、

学習院大学史料館、学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻事務所、崋山会、KADOKAWA、神奈川県立歴史博物館、神

奈川大学日本常民文化研究所非文字資料研究センター、金沢湯涌夢

二館、カナモジカイ、鹿沼市立川上澄生美術館、貨幣博物館、紙の博

物館、河合出版、河合塾、機械振興協会、企業メセナ協議会、切手の

博物館、岐阜県印刷工業組合、汲古書院、京都工芸繊維大学美術工

芸資料館、京都府印刷工業組合、共立女子大学博物館、くにたち郷土

文化館、クマヒラ・ホールディングス、慶應義塾大学アート・センター、慶

應義塾大学三田メディアセンター、経済広報センター、芸術新聞社、啓

隆社、講談社、高知県立坂本龍馬記念館、高野山霊宝館、國學院大學

博物館、国文学研究資料館、国立印刷局お札と切手の博物館、国立

工芸館、国立国会図書館、国立新美術館、国立西洋美術館、国立ハン

セン病資料館、国立歴史民俗博物館、子どもの未来社、埼玉県印刷工

業組合、埼玉県立近代美術館、産経新聞社、サントリー美術館、滋賀

県立琵琶湖文化館、時事通信社、静岡市東海道広重美術館、静岡市

美術館、静岡市歴史博物館、渋沢栄一記念財団、渋沢史料館、思文

閣出版、集英社、小学館、女子美術大学／女子美術大学短期大学部、

除痘館記念資料室、スターツ出版、すみだ北斎美術館、駿台文庫、世

界思想社教学社、成美堂出版、誠文堂新光社、せたがや文化財団生

活工房、Z会、仙台市博物館、宣伝会議、全日本印刷工業組合連合会、

ゼンリンミュージアム、綜合ユニコム、創元社、SOMPO美術館、台東

区立中央図書館、タイポグラフィ学会、ダイナフォント、竹中大工道具館、

宝印刷、辰巳出版、たばこと塩の博物館、田原市博物館、玉川大学教

育博物館、多摩市教育委員会、多摩美術大学、ちひろ美術館（安曇野・

東京）、調布市武者小路実篤記念館、津山洋学資料館、DNP文化振

興財団、帝京大学総合博物館、帝国データバンク史料館、電通PRコン

サルティング、天理大学附属天理参考館、東京家政大学博物館、東京

藝術大学美術学部、東京工芸大学、東京工芸大学写大ギャラリー、東

京製本倶楽部、東京大学史料編纂所、東京大学史料編纂所附属画像

史料解析センター、東京都江戸東京博物館、東京都渋谷公園通りギャ

ラリー、東京都写真美術館、東京都博物館協議会、東武鉄道、東武博

物館、稲門フィラテリー事務局、德川記念財団、豊島区立郷土資料館、

豊島区立中央図書館、鳥取市歴史博物館やまびこ館、トッパン友の会、

富山県美術館、トヨタ産業技術記念館、内藤記念くすり博物館、長崎

県広報課、長崎歴史文化博物館、名古屋市蓬左文庫、西尾市岩瀬文

庫、西日本新聞社、二松學舎大学日本漢学研究センター、日経BP社、

日本印刷技術協会、日本印刷産業機械工業会、日本印刷産業連合会、

日本近代文学館、日本グラフィックサービス工業会、日本グラフィックデ

ザイン協会、日本工業大学工業技術博物館、日本出版クラブ、日本出

版美術家連盟、日本女子大学成瀬記念館、日本書籍出版協会、日本

大学芸術学部図書館、日本タイポグラフィ協会、日本図書設計家協会、

日本パッケージデザイン協会、日本フォーム印刷工業連合会、練馬区

立美術館、パルテノン多摩共同事業体、飯能市立博物館、兵庫県印刷

工業組合、広島県立歴史博物館、平塚市博物館、富士フイルム、文京

アカデミー、文京区観光協会、文京区立森鴎外記念館、文京ふるさと

歴史館、文藝春秋、ベネッセコーポレーション、北海道印刷工業組合、

北海道博物館、北海道立帯広美術館、ホトトギス社、ポーラ美術館、町

田市立自由民権資料館、松戸市立博物館、三重県総合博物館、三鷹

市美術ギャラリー、三鷹市山本有三記念館、三井記念美術館、武蔵大

学、武蔵野書院、武蔵野美術大学、武蔵野美術大学美術館・図書館、

明治大学、明治大学大学院、明治大学図書館、明治大学平和教育登

戸研究所資料館、目黒寄生虫館、目黒区館美術、モリサワ、野球殿堂

博物館、山川出版社、郵政博物館、横浜開港資料館、横浜市歴史博物

館、横浜都市発展記念館、横浜ユーラシア文化館、吉野石膏美術振興

財団、吉村昭記念文学館、米沢市上杉博物館、読売新聞社、代々木ラ

イブラリー、理想科学工業、領土・主権展示館、リョービ、和歌山県立

近代美術館、早稲田大学国際文学館

・	〈海外（漢字、アルファベット順）〉

Forening for Boghandvaerk、IAPM、Klingspor Museum 

Offenbach am Main、St Bride Library、Stiftung Buchkunst

	● 2.個人（五十音順、敬称略）
阿部卓也、伊能秀明、内田充美、大澤伸啓、小川義博、勝田俊輔、桑

山満、小林真理、田中雄一郎・田中園子、浜崎由紀、樋澤明、福田千鶴、

松浦広、松永瑠成、宮地知、村松洋、安江いずみ、横溝健志

2024
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印刷博物館の活動へのより深いご理解とともに展示に対しても興味を深めていただくための広報ツールとして『印刷博物館

ニュース』を発行しました。

	● 印刷博物館ニュース

M
u

seu
m

 In
form

ation

93
June, 2024

 印 刷 博 物 館 ニュース

Printing Museum 

NEWS

『地理学の基礎（視覚障がい者のための地理入門書）』
1819年

資料No.41127

特集1

メタバースの中にある印刷博物館
いんぱくメタミュージアムがオープン！
特集2

ヨーロッパ近代思想と印刷

News File

品川区立品川図書館にて講演会・ワークショップ開催 ほか

コレクション探訪

『唐土訓蒙図彙』、ケルムスコット・プレス『黄金伝説』

［工房見学ツアー］ 事前予約制
日時：	火曜・水曜	 14：00～
定員10名様｜所要時間約20分

［活版印刷体験］ 事前予約制
日時：	木曜・金曜	 14：00～

土曜・日曜・祝日	 14：00～　16：00～
定員6名様｜所要時間各回約30分
＊	オンラインによる事前予約（日時指定券）が必要になりま
す。詳細はWebサイトにてご案内しております。

印刷工房｜B1F ＊展示室入場料がかかります

＊	P&Pギャラリーが休室の場合、ライブラリーも休室です。
＊	ご利用は事前予約制です。
＊	レファレンスは電話やメールで承ります。
＊	詳細はWebサイトにてご案内しております。

ライブラリー｜1F ＊無料

＊	最新の開館状況などはWebサイトをご確認ください。

＊TOPPAN小石川本社ビル地下駐車場（有料）がご利用いただけます。

トッパンホール｜1F
トッパンホール
公演についてのお問い合わせはトッパンホール
チケットセンター電話03-5840-2222まで。
Webサイトでもご案内しております。
https://www.toppanhall.com/

レストラン｜2F
小石川テラス
営業時間	11：30～14：00、14：30～17：30、
18：00～22：00
日曜・祝日定休
＊土曜営業は事前にお問い合わせください。
電話	03-5840-2846

ハートフルカフェ
営業時間	9：00～19：00
土曜・日曜・祝日定休　
電話	03-5840-2855

＊	営業時間・定休日が上記と異なる場合がございます。	
ご来店時は事前に各店舗にご確認ください。

印刷博物館のご案内

所在地
東京都文京区水道1丁目3番3号	
TOPPAN小石川本社ビル	〒112-8531	
電話	03-5840-2300（代）	FAX	03-5840-1567

開館時間
10：00～18：00（入場は17：30まで）

休館日
毎週月曜日（ただし祝日／振替休日の場合はその翌日）、	
年末年始、展示替え期間

入場料
一般400円、学生200円、高校生100円

＊	20名以上は団体割引（50円引き）があります。
＊	企画展期間中は入場料が変わります。
＊	障がい者手帳等をお持ちの方およびその付き添いの方、
中学生以下、70歳以上の方は無料となります。

交通のご案内
・ 江戸川橋駅｜東京メトロ有楽町線（4番出口）より右へ
徒歩	約8分

・ 飯田橋駅｜JR総武線（東口）、東京メトロ有楽町線、
東西線、南北線、都営地下鉄大江戸線（B1出口）より
徒歩	約13分

・ 後楽園駅｜東京メトロ丸ノ内線、南北線（1番出口）より
徒歩	約10分

・ 都営バス［上69］｜上野公園～春日駅前～小滝橋車庫／
「大曲」「東五軒町」下車徒歩	約3分

・ 都営バス［飯64］｜九段下～飯田橋駅前～小滝橋車庫／
「大曲」「東五軒町」下車徒歩	約3分

・ 文京区コミュニティバス［Bーぐる］｜目白台・小日向ルート
「トッパンホール	印刷博物館」下車徒歩	約3分

ギャラリー展示

〜7/7（日）

「グラフィックトライアル2024
–あそび–」展

ギャラリー展示

7/20（土）〜9/23（月・振替休日）

「欧文活字の銀河」展

P&Pギャラリー｜1F ＊無料

印刷博物館ニュース	Printing	Museum	News	
季刊第93号
発行日：2024年6月26日
—

発行：TOPPANホールディングス株式会社	印刷博物館
https://www.printing-museum.org/
企画：印刷博物館学芸企画室
印刷：TOPPAN株式会社
非売品	©印刷博物館	2024.	6K	Ⅰ
—

印刷博物館へのお問い合わせは

電話	03-5840-2300（代）

VRシアター｜B1F ＊展示室入場料がかかります

プログラム

休演中（再開未定）
＊	2023年4月より、工事のため長期間休演

展示室｜B1F ＊展示室入場料がかかります

常設展

開催中

ア
バ
タ
ー
を
通
じ
て
仲
間
と
交
流
が
で
き
る
仮
想
空
間
、メ
タ
バ
ー
ス
。

近
年
成
長
市
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
3
月
、そ
ん
な
仮
想
空
間
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
印
刷
博
物
館
の
メ
タ
バ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集
1メ

タ
バ
ー
ス
と
は

ア
バ
タ
ー
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
経
済

活
動
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
三
次
元
の
仮
想
空

間
を
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
い
ま
す
。
2
0
0
0
年
代
に

登
場
し
た
概
念
で
、2
0
2
1
年
以
降
、コ
ロ
ナ
禍

で
オ
ン
ラ
イ
ン
需
要
が
増
え
た
こ
と
な
ど
を
契
機

に
、
急
成
長
し
て
い
る
市
場
の
一
つ
で
す
。
メ
タ

バ
ー
ス
は
、新
し
い
交
流
・
体
験
・
遊
び
だ
け
で
な

く
経
済
活
動
の
場
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、2
0
4
0
年
ご
ろ
に
か
け
て
普
及
、定
着

し
て
い
く
の
で
は
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
現
在
は
メ
タ
バ
ー
ス
の
黎
明
期
と

い
わ
れ
て
お
り
、
各
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
乱

立
し
て
い
る
状
態
で
す
。
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
広
く

公
開
さ
れ
て
い
る
メ
タ
バ
ー
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
は
大
別
し
て
２
種
類
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「Fortnite

」や
「R

oblox

」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
型
と

「V
R
C
hat

」や「C
luster

」な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
で
す
。
ま
た
、ア
ク
セ
ス
す
る
デ
バ
イ

ス
も
さ
ま
ざ
ま
。ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
た

一
般
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、没
入
感
を
重
視
し
た

専
用
の
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
Ａ
Ｒ
グ
ラ

ス
な
ど
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ん
ぱ
く
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

2
0
2
4
年
3
月
、メ
タ
バ
ー
ス
の
中
に
あ
る
印
刷

博
物
館「
い
ん
ぱ
く
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
誕
生
し

ま
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
が

利
用
し
や
す
い
メ
タ
バ
ー
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

「
メ
タ
パ
R（
❶
）」を
利
用
し
て
い
ま
す
。メ
タ
パ
R
は

「
メ
タ
」＋「
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
意
味
を
持
つ
バ
ー
チ
ャ

ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

や
Ｐ
Ｃ
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。
利
用
者
は

ま
ず
、
自
身
の
ア
バ
タ
ー
を
作
成
し
ま
す
。
次
に
、

複
数
の
ス
ト
ア
が
立
ち
並
ぶ
広
場「
メ
タ
パ
ー
ク
」に

入
り
、
居
合
わ
せ
た
他
の
ア
バ
タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ

一
つ
目
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
だ
さ
る
お
客
さ
ま

に
実
際
の
博
物
館
へ

足
を
運
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
。メ
タ
バ
ー
ス

で
は
あ
え
て
情
報
を

完
結
さ
せ
ず
、
印
刷

博
物
館
へ
来
館
い
た

だ
く
こ
と
で
学
び
の

視
野
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
資
料

を
展
示
し
て
い
る
印

刷
博
物
館
の
常
設
展

で
は
、
メ
タ
バ
ー
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
入

口
を
案
内
し
（
❼
）
、

相
互
の
行
き
来
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
二
つ
目
は
、展
示

で
き
な
い
資
料
を
公

開
す
る
こ
と
。
バ
ー

チ
ャ
ル
上
に
新
た
な

展
示
空
間
を
創
出
す

る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
資
料
を
公
開
す

る
環
境
が
整
い
ま
し

た
。
三
つ
目
は
、新
た

な
技
術
を
活
用
し
、

企
業
博
物
館
と
し
て

よ
り
豊
か
な
展
示
表

現
に
挑
戦
す
る
こ

と
。
先
陣
を
切
っ
て

メ
タバー
ス
の
中
に
あ
る
印
刷
博
物
館

い
ん
ぱ
く
メ
タ
ミュー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
！印刷博物館「いんぱくメタ

ミュージアム」は下記のウェブ
サイトをご覧ください。

https://www.printing-museum.
org/collection/metapa/

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、各
ス
ト
ア
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

印
刷
博
物
館
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
目
印
の「
い
ん
ぱ

く
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
❷
）」に
入
館
す
る
と
、エ
ン

ト
ラ
ン
ス
で
各
所
蔵
品
解
説
に
繋
が
る
ワ
ー
プ
が
出

現
し
ま
す
。
2
0
2
4
年
6
月
現
在
は
、国
の
重
要

文
化
財「
駿
河
版
活
字
」の
み
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ん
ぱ
く
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
所
蔵
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
目
指
し
、「
高
精
細
マ

イ
ク
ロ
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
」と
い
う
、精
細
な
写
真

か
ら
3
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
生
成
す
る
技
術
を
活
用
し
ま
し

た
。
資
料
を
立
体
的
な
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
ア
ー

カ
イ
ブ
す
る
こ
と
で
、現
実
に
は
難
し
か
っ
た
貴
重

な
資
料
の
観
察
が
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
❸
）。
加
え
て
、そ
の
資
料

が
ど
れ
ほ
ど
の
量
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、ど
の

よ
う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
な
ど
を
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
、メ
タ
バ
ー

ス
空
間
な
ら
で
は
の
動
態
展
示
で
楽
し
く
知
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
❹
）。

メ
タ
バ
ー
ス
な
ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
駿
河
版
活
字
の
空
間
で
は
、

資
料
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
す
る
ど
ー
く
ん
（
❺
）」
が
待
ち
構
え
ま
す
。ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で
ユ
ー
ザ
ー
に
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
村
人
の
よ
う
に
、
資
料
の
見
ど
こ
ろ

を
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
タ
パ
R
が
持
つ
ツ

ア
ー
モ
ー
ド
機
能
を
活
用
し
、
印
刷
博
物
館
の
ス

タ
ッ
フ
ア
バ
タ
ー
に
よ
る
講
演
会
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ツ
ア
ー（
❻
）も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

開
発
の
目
的

い
ん
ぱ
く
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
現
実
の
印
刷
博

物
館
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
開
発

し
て
い
ま
す
。
主
な
課
題
は
以
下
の
三
つ
で
す
。

メ
タ
バ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

で
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
内
外
に
共
有
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

�

（
印
刷
博
物
館

　
早
川
知
子
）

 「メタパ®」アプリ
 「いんぱくメタミュージアム」の外観
 3DCGでアーカイブした駿河版活字

  駿河版活字の使い方を説明したアニメーション
  駿河版活字のナビゲーター「するどーくん」
 ミュージアムツアーのイメージ
  展示室内にあるメタバースミュージアムへの入口

	【参考文献】
・野村総合研究所

https://www.nri.com/jp/knowledge/glossary/lst/
ma/metaverse

・メタバース総研
https://metaversesouken.com/metaverse/market/
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中
世
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
に
は
哲
学
・
科
学
・
技
術
と
い
っ
た
は
っ
き
り
し
た
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は「
近
代
哲
学
／
近
代
科
学
の
父
」と
称
さ
れ
る
デ
カ
ル
ト
を
例
に
、

16
︱
17
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
か
に
実
用
知
と
学
問
分
野
が
む
す
び
つ
き
、近
代
思
想
へ
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
、

そ
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
印
刷
産
業
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
つ
た
え
し
ま
す
。

い
た
す
え
に
登
場
し
た
の
が
17
世
紀
の
科
学
で
あ

り
哲
学
で
し
た
。
実
験
・
観
察
か
ら
え
た
客
観
的

証
拠
を
も
と
に
自
国
語
で
自
論
を
つ
た
え
て
い�

き
ま
す
。

科
学
と
哲
学
の
第
一
人
者

デ
カ
ル
ト

た
と
え
ば
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
近

代
的
な
形
而
上
学
誕
生
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た『
方

法
叙
説
』
を
、デ
カ
ル
ト
は
母
国
語
で
あ
る
フ
ラ
ン

ス
語
で
あ
ら
わ
し
ま
す
（
❸
）。�

〝
反
証
〟
を
前
提

と
し
た
科
学
書
・
哲
学
書
を
自
国
語
で
出
版
す
る

こ
と
は
、デ
カ
ル
ト
以
降
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
ま

す
。
近
代
哲
学
者
と
し
て
名
を
は
せ
る
ル
ソ
ー
も

カ
ン
ト
も
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、科
学
の
ち
か
ら
も
か
り
な

が
ら
自
国
語
で
論
を
く
み
た
て
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
17
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
の
よ
う
に
、
あ
え
て
主
著
を
ラ
テ
ン
語
で
か

く
知
識
人
は
い
ま
し
た
。
し
か
し
自
国
語
の
ひ
ろ

が
り
に
よ
り
、本
の
世
界
で
ラ
テ
ン
語
は
だ
ん
だ
ん

へ
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
デ
カ
ル
ト
は
挿
絵
の
ち
か
ら
を
か
り
ま

す
。
当
館
所
蔵『
方
法
叙
説
』に
所
収
さ
れ
る『
屈

折
光
学
』。
光
に
関
す
る
10
章
か
ら
な
る
論
稿
で
、

た
と
え
ば
第
5
章
「
眼
球
の
裏
側
に
形
成
さ
れ
た

像
」に
は
光
の
屈
折
が
、第
６
章
「
イ
メ
ー
ジ
」に
は

眼
の
し
く
み
が
、第
９
章「
レ
ン
ズ
の
説
明
」に
は
望

遠
鏡
が
、
い
ず
れ
も
木
口
木
版
に
よ
る
挿
絵
で
ビ

ジ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す（
❹
）。

印
刷
出
版
史
か
ら
み
る
と
、「
自
国
語
に
よ
る
テ

キ
ス
ト
」と「
科
学
的
図
像
表
現
」が
ル
ネ
サ
ン
ス
以

前
と
デ
カ
ル
ト
の
著
作
が
あ
き
ら
か
に
こ
と
な
る

点
で
す
。デ
カ
ル
ト
以
降
、科
学
や
哲
学
の
分
野
で

は
、
た
だ
し
い
テ
キ
ス
ト
と
図
像
が
た
く
わ
え
ら

れ
、
時
空
を
こ
え
て
反
証
さ
れ
ぬ
く
こ
と
が
も
と

国
語
の
誕
生
と
活
版
印
刷

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ド
イ
ツ
で
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
活

版
印
刷
を
う
み
だ
し
て
以
来
、
わ
ず
か
数
十
年
の

あ
い
だ
に
天
文
学
・
地
理
学
で
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

『
宇
宙
論
』、建
築
学
で
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス『
建
築

論
』、
数
学
で
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
『
幾
何
学
原
論
』
な

ど
、
各
分
野
で
有
名
な
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
古
典
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
人
文
主
義

者
が
発
見
し
た
写
本
を
も
と
に
印
刷
さ
れ
た
古

典
で
す
。
あ
た
ら
し
い
論
説
が
公
表
さ
れ
は
じ
め

る
16
世
紀
以
降
と
ち
が
い
、あ
つ
か
う
タ
イ
ト
ル
に

も
言
語
に
も
限
り
が
あ
り
ま
し
た
。

他
方
、
16
世
紀
に
は
い
り
さ
ら
に
印
刷
本
の
需

要
が
た
か
ま
る
な
か
、
ル
タ
ー
が
聖
書
を
ド
イ
ツ

語
で
訳
し
出
版
し
ま
す
。
16
世
紀
最
大
級
の
〝
事

件
〟の
波
紋
は
ま
た
た
く
ま
に
ひ
ろ
が
り
、北
欧
か

ら
南
欧
ま
で
次
々
と「
国
語
」が
う
ま
れ
ま
す
。も

と
も
と
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
知
の
共
有
は
主
に
ラ
テ

ン
語
で
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
ル
タ
ー

以
降
、
活
版
印
刷
術
の
力
を
か
り
な
が
ら
み
ず
か

ら
の
考
え
を
、
作
者
は
自
国
語
で
出
版
し
て
い
き

ま
す
。
地
方
の
方
言
で
し
か
な
か
っ
た
は
な
し
こ

と
ば
を
、〝
よ
む
〟こ
と
ば
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
方
言
で
あ

ら
わ
さ
れ
た
ダ
ン
テ
著
『
神
曲
』の
お
か
げ
で
イ
タ

リ
ア
語
が
発
展
し
た
よ
う
に
。
活
版
印
刷
と
む
す

び
つ
き
、「
国
語
」
の
概
念
が
ひ
ろ
ま
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
ド
イ
ツ
）
の
書
籍
市
で
あ
つ
か
わ

れ
る
ラ
テ
ン
語
と
ド
イ
ツ
語
の
本
の
比
率
は

1
6
3
0
年
ま
で
は
二
対
一
だ
っ
た
の
に
、
1�

6
8
0
年
代
に
は
ド
イ
ツ
語
が
ラ
テ
ン
語
を
上
ま

わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す（『
西
洋
を
き
ず
い
た
書
物
』、

37
ペ
ー
ジ
）。

テ
キ
ス
ト
を〝
批
判
〟す
る

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
お
お
く
の
科
学
書
は

パ
ピ
ル
ス
や
獣
皮
紙
に
手
で
写
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
い
は
研
究
者
同
士
、
手
紙
で
や
り
と
り
し
、

論
を
ね
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
古
典
に
し
ろ
、あ
ら
た
な
論
説
に
し
ろ
、

手
が
き
の
科
学
書
や
手
紙
は
と
に
か
く
、
か
き
お

え
る
ま
で
時
間
も
か
か
れ
ば
、
間
違
い
も
あ
り
ま

す
。
複
数
の
科
学
者
が
同
時
に
お
な
じ
テ
キ
ス
ト

を
よ
み
こ
み
、平
等
に「
査
読
」
す
る
に
は
不
む
き

な
時
代
が
写
本
時
代
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
グ
ー
テ

ン
ベ
ル
ク
の
お
か
げ
で
、
同
時
代
の
科
学
者
へ
校
正

校
閲
済
み
の
正
し
い
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
と
い
う
間
に

と
ど
け
ら
れ
ま
す
。

科
学
、哲
学
の
発
展
に
は
、関
心
を
も
つ
お
お
く

の
人
と
客
観
的
な
て
つ
づ
き
で
自
説
を
実
証
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
16
世
紀
に
な
る
と
た
と
え

ば
望
遠
鏡
を
つ
く
っ
た
ガ
リ
レ
オ
や
、顕
微
鏡
を
つ

く
っ
た
フ
ッ
ク
の
よ
う
に
自
分
で
道
具
を
つ
く
る
大

学
出
身
の
知
識
人
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
（
❶
）。
い
ず

れ
も
以
前
は
レ
ン
ズ
職
人
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
た

観
測
機
器
で
し
た
。
16
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
で

国
王
に
つ
か
え
た
技
術
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ソ
ン
に
よ

る『
器
具
と
機
械
の
劇
場
』（
1
5
9
4
年
刊
）。
日
常

生
活
で
つ
か
う
道
具
が
銅
版
画
で
描
か
れ
ま
す
。

造
船
、
土
木
、
製
造
装
置
な
ど
中
世
の
あ
い
だ
職

人
が
う
み
だ
し
て
き
た
技
術
を
、
幾
何
学
つ
ま
り

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
む
す
び
つ
け
よ
う
と
す
る
意
図

が
、
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
あ
る
正
六
面
体
や
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
な
ど
賢
人
の
絵
か
ら
わ
か
り
ま
す（
❷
）。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
由
来
の
学
問
分
野
の
ち
か

ら
を
か
り
る
こ
と
で
権
威
づ
け
を
は
か
っ
て
い
た

と
お
も
わ
れ
ま
す
。
職
人
技
と
学
問
の
接
近
を
物

ヨ
ー
ロッパ
近
代
思
想
と
印
刷

め
ら
れ
ま
す
。
活
字
と
版
画
術
は
そ
う
し
た「
知
」

の
流
通
を
可
能
に
し
、
お
お
き
く
花
ひ
ら
か
せ
た

の
で
す
。
近
代
科
学
や
哲
学
の
発
展
を
印
刷
産
業

が
さ
さ
え
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

デ
カ
ル
ト
は
現
代
の
わ
た
し
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
哲
学
者
で
も
科
学
者
で
も
数
学
者
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
専
門
化
し
て
い
く
近
代
思
想
の
分
岐

点
に
い
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
と
挿
絵
と
い
う
印
刷

術
の
恩
恵
を
う
け
な
が
ら
、
現
代
に
つ
づ
く
あ
ら

た
な
知
の
交
流
を
う
み
だ
し
た
の
が
デ
カ
ル
ト

だ
っ
た
の
で
す
。

（
印
刷
博
物
館

　
学
芸
企
画
室
長

　
中
西
保
仁
）

語
っ
て
い
ま
す
。お
な
じ
よ
う
に
商
人
の
も
の
と
さ

れ
て
い
た
計
算
術
を
ま
な
び
、
数
式
で
緻
密
な
論

証
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
学
識
者
が
ふ
え
て
い
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
実
用
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
ち
か
づ

  ロバート・フック（イギリス）『ミクログラフィア』より。
フックは自作の顕微鏡を使ってノミを観察した。[資料
No.29463]
   『器具と機械の劇場』タイトルページ[資料No.29454]
  デカルト『方法叙説』冒頭ページ[資料No.41112]
  デカルト『屈折光学』より。第９章「レンズの説明」に望遠
鏡の挿絵がつかわれている。[資料No.41112]
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NEWS

『写真植字機LEONMAX ZOOM1』
1989年

資料No.53041

特集1

企画展「写真植字の百年」
特集2

「欧文活字の銀河」展開催報告

News File

夏休み特別企画「日本と中国の漢字を楽しもう!」を開催 ほか

コレクション探訪

「さくゆり」 『大日本植物志』、『蘇峰詩集』

＊TOPPAN小石川本社ビル地下駐車場（有料）がご利用いただけます。
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印刷博物館へのお問い合わせは

電話 03-5840-2300（代）

ギャラリー展示

１０/５（土）〜１２/８（日）
「現代日本のパッケージ２０２４」展

P&Pギャラリー｜1F ＊無料

トッパンホール｜1F

トッパンホール
公演についてのお問い合わせはトッパンホール
チケットセンター電話03-5840-2222まで。
Webサイトでもご案内しております。
https://www.toppanhall.com/

レストラン｜2F

小石川テラス
営業時間 11：30〜14：00、14：30〜17：30、
18：00〜22：00
日曜・祝日定休
＊土曜営業は事前にお問い合わせください。
電話 03-5840-2846

ハートフルカフェ
営業時間 9：00〜19：00
土曜・日曜・祝日定休　
電話 03-5840-2855

＊ 営業時間・定休日が上記と異なる場合がございます。 
ご来店時は事前に各店舗にご確認ください。

印刷博物館のご案内

所在地
東京都文京区水道1丁目3番3号 
TOPPAN小石川本社ビル 〒112-8531 
電話 03-5840-2300（代） FAX 03-5840-1567

開館時間
10：00〜18：00（入場は17：30まで）

休館日
毎週月曜日（ただし祝日／振替休日の場合はその翌日）、 
年末年始、展示替え期間

入場料
一般400円、学生200円、高校生100円

＊ 20名以上は団体割引（50円引き）があります。
＊ 企画展期間中は入場料が変わります。
＊ 障がい者手帳等をお持ちの方およびその付き添いの方、

中学生以下、70歳以上の方は無料となります。
＊ デジタル文化財ミュージアムKOISHIKAWA XROSSの 

観覧には別途料金が必要です。

交通のご案内
・	 江戸川橋駅｜東京メトロ有楽町線（4番出口）より右へ

徒歩 約8分
・	 飯田橋駅｜JR総武線（東口）、東京メトロ有楽町線、

東西線、南北線、都営地下鉄大江戸線（B1出口）より
徒歩 約13分

・	 後楽園駅｜東京メトロ丸ノ内線、南北線（1番出口）より
徒歩 約10分

・	 都営バス［上69］｜上野公園〜春日駅前〜小滝橋車庫／
「大曲」「東五軒町」下車徒歩 約3分
・	 都営バス［飯64］｜九段下〜飯田橋駅前〜小滝橋車庫／

「大曲」「東五軒町」下車徒歩 約3分
・	 文京区コミュニティバス［Bーぐる］｜目白台・小日向ルート

「トッパンホール 印刷博物館」下車徒歩 約3分

KOISHIKAWA	XROSS｜B1F

［工房見学ツアー］	事前予約制
日時： 火曜・水曜 14：00〜
定員10名｜所要時間約20分

［活版印刷体験］	事前予約制
日時： 木曜・金曜 14：00〜

土曜・日曜・祝日 14：00〜　16：00〜
定員6名｜所要時間各回約30分
＊ オンラインによる事前予約（日時指定券）が必要になりま

す。詳細はWebサイトにてご案内しております。

印刷工房｜B1F ＊展示室入場料がかかります

＊ P&Pギャラリーが休室の場合、ライブラリーも休室です。
＊ ご利用は事前予約制です。
＊ レファレンスは電話やメールで承ります。
＊ 詳細はWebサイトにてご案内しております。

ライブラリー｜1F ＊無料

＊ 最新の開館状況などはWebサイトをご確認ください。

展示室｜B1F ＊展示室入場料がかかります

企画展

〜２０２５/１/１３（月・祝）
「写真植字の百年」展

10/5（土）〜

伊藤若冲「釈迦十六羅漢図屏風」デジタル推定復元
制作　TOPPAN株式会社
監修　山下裕二（明治学院大学 教授）

荒井経（東京藝術大学 教授）

デジタル技術を活用した新しい文化財の鑑賞体
験を提案する施設「デジタル文化財ミュージアム 
KOISHIKAWA XROSS」の観覧ツアーを開始
します。
［観覧ツアー］	事前予約制
VR	THEATER『金峯山寺』
EXHIBITION	ROOM
伊藤若冲「釈迦十六羅漢図屏風」
デジタル推定復元
日時： 土曜日、日曜日、および土日に続く祝日

13:30〜　15:00〜　16:30〜
定員12名｜所要時間　約50分　各回入替制
料金： 一般（高校生以上） 500円

中学生以下、70歳以上の方 無料
＊ 印刷博物館入場料が別途必要となります（企画展開催時

は入場料が変わります）。
＊ KOISHIKAWA XROSSのみの見学はできません。
＊  オンラインによる事前予約（日時指定券）が必要になります。

9
月
21
日（
土
）か
ら
企
画
展「
写
真
植
字
の
百
年
」が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

写
真
植
字
は
、1
9
2
4
年
7
月
24
日
に
日
本
で
最
初
の
特
許
が
出
願
さ
れ
ま
し
た
。

本
展
覧
会
で
は
、写
真
植
字
発
明
か
ら
1
0
0
年
を
振
り
返
り
、写
真
植
字
に
つ
い
て
、

そ
の
歴
史
、役
割
、し
く
み
、さ
ら
に
書
体
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集
1

現
在
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
る

以
前
は
、印
刷
文
字
は
活
字
か
写
真
植
字
が
主
流
で

し
た
。
中
で
も
、日
本
語
に
お
い
て
は
膨
大
な
金
属

活
字
を
用
い
る
活
版
印
刷
に
代
わ
っ
て
、写
真
工
学

的
な
原
理
を
使
っ
て
印
字
す
る
写
真
植
字
が
登
場

し
た
こ
と
は
、
活
版
印
刷
の
煩
雑
さ
を
解
消
す
る

画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。
写
真
植
字
は
そ
の
利

便
性
に
よ
っ
て
職
場
環
境
の
改
善
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
美
し
い
書
体
の
開
発
が
容

易
に
可
能
と
な
り
、
多
様
な
書
体
が
印
刷
を
彩
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
1
部

写
真
植
字 

は
じ
ま
り
と
ひ
ろ
が
り

石
井
茂
吉
と
森
澤
信
夫
、2
人
の
若
者
に
よ
っ
て
写

真
植
字
機
は
完
成
し
ま
し
た
。
森
澤
が
機
械
を
、

石
井
が
レ
ン
ズ
と
文
字
を
担
当
し
、2
人
の
協
力
に

よ
っ
て
実
現
し
た
写
真
植
字
機
は
、や
が
て
日
本
で

大
き
な
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
き
ま
す
。

活
版
印
刷
は
、
文
字
の
多
い
日
本
語
に
は
大
量
の

金
属
の
活
字
を
必
要
と
し
、そ
の
多
く
の
文
字
の
な

か
か
ら
必
要
な
活
字
を
選
び
出
す
と
い
う
煩
雑
な

作
業
を
伴
う
も
の
で
し
た
。
1
枚
の
文
字
盤
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
文
字
を
作
り
出
せ
る
写
真
植
字
は
画

期
的
で
、日
本
語
に
は
最
適
な
技
術
だ
っ
た
の
で
す
。

写
真
植
字
は
、も
と
も
と
日
本
で
最
初
に
考
え
ら

れ
た
技
術
で
は
な
く
、イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
研
究

企
画
展「
写
真
植
字
の
百
年
」

が
先
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
海
外
の
研
究
事

例
は
、「
画
期
的
な
新
技
術
」と
し
て
翻
訳
さ
れ
、国

内
の
印
刷
業
界
誌
や
新
聞
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

星
製
薬
に
つ
と
め
て
い
た
森
澤
信
夫
は
、
同
社
の

印
刷
機
を
組
み
立
て
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
印
刷
に

か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
海
外
で
の
写

真
植
字
の
研
究
を
紹
介
す
る
記
事
を
星
製
薬
で
の

同
僚
か
ら
教
え
ら
れ
た
森
澤
は
、日
本
で
は
文
字
は

四
角（
正
方
形
）で
あ
り
欧
米
よ
り
も
実
現
し
や
す
い

だ
ろ
う
と
気
づ
き
、
写
真
植
字
の
開
発
を
す
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。
写
真
植
字
の
構
想
を
思
い

つ
い
た
森
澤
は
、
星
製
薬
で
同
僚
で
技
師
で
あ
っ
た

石
井
茂
吉
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
特
許
を
申
請

し
、そ
し
て
、森
澤
と
石
井
2
人
は
協
力
し
て
そ
の

実
用
化
を
お
こ
な
う
契
約
を
交
わ
し
ま
す
。
森
澤

は
機
械
部
分
を
、
石
井
は
レ
ン
ズ
や
光
源
、
文
字
関

連
を
担
当
し
、
試
作
を
重
ね
て
写
真
植
字
機
を
完

成
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

第
2
部

し
く
み
と
機
器
開
発

戦
後
、写
真
製
版
が
普
及
し
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、

そ
の
写
真
製
版
の
た
め
の
文
字
を
作
り
出
す
写
真

植
字
機
の
導
入
も
す
す
み
ま
し
た
。
普
及
と
と
も

に
、
写
真
植
字
機
は
改
良
さ
れ
精
度
が
あ
が
っ
て
い

き
ま
す
。ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
付
加
さ
れ
、よ

り
つ
か
い
や
す
い
か
た
ち
へ
進
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
写
真
植
字
の
し
く
み
と
そ
の
機
器
の
開
発
は
ど

の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で

字
機
研
究
所（
現 

写
研
）と
、戦
後
再
度
写
真
植
字
機

の
製
造
を
は
じ
め
た
森
澤
信
夫
に
よ
る
写
真
植
字

機
製
作（
現 

モ
リ
サ
ワ
）の
両
社
は
、競
っ
て
写
真
植
字

機
の
開
発
を
す
す
め
ま
し
た
。
次
々
と
発
表
さ
れ

る
新
機
種
に
は
、
多
く
の
機
能
が
付
加
さ
れ
、
写
真

植
字
機
は
豊
か
な
文
字
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き

る
、万
能
な
機
械
へ
と
進
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

第
3
部

新
し
い
書
体
と
新
し
い
表
現

写
真
植
字
に
よ
っ
て
、
印
刷
は
新
し
い
表
現
を
獲
得

し
ま
し
た
。
次
々
と
新
し
い
書
体
が
生
み
出
さ
れ
、

広
告
や
書
籍
を
彩
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

写
真
植
字
で
は
、文
字
は
描
く
こ
と
で
つ
く
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
活
版
印
刷
で
は
、活
字
を
彫
る

こ
と
で
文
字
を
つ
く
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
描
く

こ
と
で
文
字
を
つ
く
る
写
真
植
字
で
は
、こ
れ
ま
で

に
な
い
自
由
な
書
体
開
発
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

活
字
で
は
小
さ
な
文
字
を
彫
刻
す
る
こ
と
か
ら

そ
の
表
現
に
も
限
界
が
あ
り
ま
し
た
が
、な
め
ら
か

な
曲
線
や
細
か
な
描
写
も
、写
真
に
よ
っ
て
縮
小
す

る
写
真
植
字
で
は
、実
現
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、写
真
を
つ
か
っ
て
つ
く
ら
れ
た
文
字
は
、そ

れ
ま
で
の
活
字
と
は
ち
が
っ
て
物
理
的
な
制
約
が

な
く
、自
由
に
貼
り
合
わ
せ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
こ

と
が
可
能
で
し
た
。
写
真
植
字
に
よ
っ
て
、
文
字
は

「
活
字
」と
い
う
四
角
い
物
体
か
ら
自
由
に
な
っ
た
の

で
す
。
活
字
は
四
角
く
固
定
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、斜
め
や
丸
く
組
版
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
文
字
を
重
ね
て
印
刷
す
る
こ
と

も
、同
じ
版
の
な
か
で
は
不
可
能
で
す
。グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
で
は
、自
由
な
組
版
を
つ
か
っ
た
新
し
い

文
字
表
現
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
新

し
い
時
代
の
新
し
い
表
現
が
実
現
し
た
の
で
す
。

 

（
印
刷
博
物
館

　
学
芸
員

　
本
多
真
紀
子
）

は
、
機
種
開
発

の
歴
史
、
部
品

や
文
字
盤
製
造

の
変
化
を
み
て

い
き
ま
す
。

石
井
茂
吉
が

戦
前
か
ら
続
け

て
き
た
写
真
植

会　期：2024年9月21日（土）～2025年1月13日（月・祝）
入場料：一般500円　学生300円　高校生200円
主　催：TOPPANホールディングス株式会社

印刷博物館
協　力： 株式会社モリサワ／株式会社写研／リョービ

MHI グラフィックテクノロジー株式会社／株
式会社文字道

企画展「写真植字の百年」

講演会「写植発明の歴史—メディア、言語、社会」
講　師：阿部卓也（愛知淑徳大学創造表現学部准教授）
日　時： 10月26日（土）会場 15:00～17:00／

オンライン配信 15:00～16:30
会　場：研修室（地下1階）／オンライン配信
定　員：会場80名 先着順（事前予約制）

［関連イベントのご案内］

写真植字機デモンストレーション「MC-6型（2024）」
講　師： 村辻博見（株式会社モリサワ）／長谷川昌紀

（株式会社モリサワ）
日　時：11月16日（土）11:00～11:30、13:30～14:00

11月30日（土）11:00～11:30、13:30～14:00
会　場：企画展内「MC-6型（ 2024 ）」展示前
定　員：各回20名 先着順（当日会場受付）

参加者の中から当日会場での抽選で、MC-6
型（ 2024 ）での印字体験ができます

学芸員によるギャラリートーク
日　　時：9月28日（土）15:00～

10月12日（土）15:00～
集合場所：企画展入口
定　　員：各回20名 先着順（当日会場受付）

  The Bawtree photographic type-composing 
machine（『Penrose’s Annual』Vol.26より）

  邦文写真植字機殆ど完成（『印刷雑誌』第 8巻第
10号 より）

  邦文写真植字機（『誰にも判かる印刷物誂方の秘
訣』より）

 写真植字機MC-6
 写真植字機PAVO-KY
 写植用ランプ
  パンフレット「石井ファンテール シンプルで優美な
ディスプレイ書体」

 『typo 1』

Printing M
useum

 N
ew

s

｜
印
刷
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス

no.

94

特
集
2

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

本
企
画
展
関
連
グ
ッ
ズ

を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
及
び
印
刷
博
物
館
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

サ
コ
ッ
シ
ュ
　モ
ノ
タ
イ
プ
キ
ー
ボ
ー
ド

　

本
企
画
展
図
録（
Ａ
５
）が
ぴ
っ
た
り
入
る
サ
イ
ズ
。モ

ノ
タ
イ
プ
オ
ペ
レ
ー
タ
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
の
図
版
を

プ
リ
ン
ト
し
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
カ
ー
ド

　キ
ー
ボ
ー
ド（
緑
）

展
示
資
料
『
モ
ノ
タ
イ
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
』
か
ら
、キ
ー

を
打
つ
音
に
つ
い
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
一
節
を
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
に
仕
立
て
ま
し
た
。
印
刷
工
房
製
で
す
。

欧
文
活
字
ピ
ン
バ
ッ
ジ（
８
種
）

印
刷
博
物
館
所
蔵
の
欧
文
活
字
か
ら
原
寸
大
の
ピ

ン
バ
ッ
ジ
を
作
り
ま
し
た
。
台
紙
に
は
書
体
名
と
サ

イ
ズ
が
記
さ
れ
、天
金
加
工
の
小
口
が
キ
ラ
リ
と
光

り
ま
す
。

浮
き
星‒

欧
文
活
字
の
銀
河

「
浮
き
星
」
は
金
平
糖
に
似
て
い
ま
す
が
金
平
糖
で

は
な
く
、
あ
ら
れ
に
砂
糖
蜜
が
か
か
っ
た
や
さ
し
い

甘
さ
の
お
菓
子
で
す
。
缶
の
ラ
ベ
ル
は
印
刷
工
房
で

印
刷
し
ま
し
た
。

＊「
浮
き
星
」  https://ukihoshi.com

/#jum
p

企
画
展
期
間
中
に
限
定
で
、2
階
レ
ス
ト
ラ
ン「
小

石
川
テ
ラ
ス
」で
は
カ
ラ
フ
ル
な「
浮
き
星
」を
使
っ

た
企
画
展
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

活
版
印
刷
の
最
盛
期
、

大
量
生
産
さ
れ
た
欧
文
活
字
の
世
界
を
紹
介
す
る
展
示
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

欧
文
活
字
の
銀
河

Ｐ
&
Ｐ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、７
月
20
日（
土
）か
ら
９
月

23
日（
月
・
振
替
休
日
）ま
で「
欧
文
活
字
の
銀
河The 

G
alaxy of Letterpress

」展
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
展
は
、
活
版
印
刷
で
使
用
す
る
欧
文
活
字
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

活
字
は
ハ
ン
コ
状
の
文
字
の
型
で
す(

❶)

。
こ
れ

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
文
章
の
版
を
つ
く
り
印

刷
に
使
用
し
ま
す
。
今
回
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
サ
イ
ズ

な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
欧
文
活
字
の
世
界

を
紹
介
す
る
た
め
、
１
ト
ン
を
超
え
る
欧
文
活
字

を
輸
送
し
、
展
示
室
の
大
テ
ー
ブ
ル
へ
並
べ
て
い
ま

す(

❷)

。
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
た
欧
文
活
字

約
1
0
0
年
前
に
あ
た
る
1
9
2
0
年
代
か
ら

1
9
3
0
年
代
は
欧
文
活
字
の
書
体
が
も
っ
と
も
多

く
発
売
さ
れ
た
時
期
で
す
。「
欧
文
モ
ノ
タ
イ
プ

(

❸)

」
な
ど
、
活
字
の
自
動
鋳
植
シ
ス
テ
ム
を
備
え

た
新
た
な
機
械
が
普
及
し
、そ
の
機
械
で
活
字
が
鋳

造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
代
、過
去

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
書
体
の
多
く
が
自
動
活
字
鋳
植

機
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
刻
さ
れ
て
い
ま
す(

❹)

。

日
本
の
欧
文
活
字

日
本
で
も
欧
文
活
字
の
製
造
や
販
売
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
洋
書
の
需
要
が
拡
大
し
、
西
洋
文
化
が
日

「
欧
文
活
字
の
銀
河

　

The G
alaxy of Letterpress

」展

印刷博物館
オンラインショップ

https://shop.printing-
museum.org/

本
社
会
へ
も
広
が
っ
た
こ
と
で
、
終
戦
後
本 

格
的
に
産
業
と
し
て
発
達
し
ま
す
。
展
示
で
は
、

1
9
5
0
年
に
発
行
さ
れ
た
凸
版
印
刷
板
橋
工

場
の
活
字
見
本
帳(

❺)

や
実
際
に
製
造
さ
れ
た
活

字
と
そ
の
母
型
（
活
字
を
鋳
造
す
る
際
に
使
用
す
る
字

の
型
）(

❻)

な
ど
、日
本
で
つ
く
ら
れ
た
欧
文
活
字

に
ま
つ
わ
る
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

図
録

本
展
で
は
、会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い

た
皆
様
へ
図
録(

❼)

を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
図
録

の
タ
イ
ト
ル
ラ
ベ
ル
は
活
版
印
刷
で
す
。
印
刷
工
房

で
組
版
か
ら
印
刷
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

サコッシュ　モノタイプキーボード
1,320円（税込）

欧文活字ピンバッジ（８種）
各880円（税込）

ポストカード　キーボード（緑）
275円（税込）

16世紀
宗教改革の中で誰もが読みやすい聖
書用書体が求められた。古代ローマ
遺跡に残されたローマン体が再評価
される。イタリック体のように、せ
まい誌面を有効活用できる書体が登
場し、書籍の小型化が進む。

活字書体で見る活版印刷史

Gutenberg’s Blackletter

Grover’s Union Pearl

Figgins’ Antique

Futura Medium

ローマン［オールド・ローマン］

ローマン［モダン・ローマン］

ブラックレター

20世紀
欧文自動鋳植機が普及し、過去の書
体が多く復刻される。20世紀後半に
なると、モダニズムの潮流によりサ
ン・セリフ書体が隆盛を極める。

15世紀
活字書体の歩みはグーテンベルクの
ブラックレター体から。当時、手で
書き写されていた聖書用書体を忠実
に再現して活字がつくられた。

19世紀
産業革命により広告が発達。活字鋳
造所各社は遠くから見ても良く目立
つスラブ・セリフ体を競って発表。
また世紀末には欧文自動鋳植機が発
明される。

17世紀
ニュースメディアが台頭し洗練された
ローマン体が登場する。また、ルネサ
ンスの反動からバロック様式が流行し、
華美なオーナメンタル書体も誕生。

Garamond’s Roman

Bodoni’s Roman

Gutenberg’s Blackletter

Grover’s Union Pearl

Figgins’ Antique

Futura Medium

Garamond’s Roman

Bodoni’s Roman

オーナメンタル

サン・セリフ

18世紀
フランス革命が波及し出版の自由が
定着。大量印刷時代へ。活字の規格
化が進み、幾何学的なローマン体が
登場。

スラブ・セリフ

Century
School Book

Bodoni Book

Gill Sans

Union Pearl Fournier 
Le Jeune

Old English Text

Stymie

Garamont Light Italic

浮き星‒欧文活字の銀河
756円（税込）

  さまざまな書体の欧文活字
  展示室の大テーブル
  欧文モノタイプのさん孔機と鋳植機
  20世紀に改刻された欧文活字を説明する年表
  凸版印刷板橋工場の活字見本帳
  日本でつくられた欧文活字とその母型
  本展の図録
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特集1

企画展「写真植字の百年」開催中！
特集2

新時代のイメージを広げた図版印刷

News File

ミニ展示「『源氏物語』登場　古典の復興」開催 ほか

コレクション探訪

『喚子鳥』、『普通植物図譜』

［工房見学ツアー］ 事前予約制
日時： 火曜・水曜 14：00～
定員10名｜所要時間約20分

［活版印刷体験］ 事前予約制
日時： 木曜・金曜 14：00～

土曜・日曜・祝日 14：00～　16：00～
定員6名｜所要時間各回約30分
＊ オンラインによる事前予約（日時指定券）が必要になりま

す。詳細はWebサイトにてご案内しております。

印刷工房｜B1F ＊展示室入場料がかかります

＊TOPPAN小石川本社ビル地下駐車場（有料）がご利用いただけます。

＊ P&Pギャラリーが休室の場合、ライブラリーも休室です。
＊ ご利用は事前予約制です。
＊ レファレンスは電話やメールで承ります。
＊ 詳細はWebサイトにてご案内しております。

ライブラリー｜1F ＊無料

＊ 最新の開館状況などはWebサイトをご確認ください。

印刷博物館ニュース Printing Museum News 
季刊第95号
発行日：2024年12月23日
—

発行：TOPPANホールディングス株式会社 印刷博物館
https://www.printing-museum.org/
企画：印刷博物館学芸企画室
印刷：TOPPAN株式会社
非売品 ©印刷博物館 2024. 12K Ⅰ
—

印刷博物館へのお問い合わせは

電話 03-5840-2300（代）

ギャラリー展示

～２０２５/３/２３（日）

「世界のブックデザイン２０２３－
２４」展

P&Pギャラリー｜1F ＊無料

トッパンホール｜1F

トッパンホール
公演についてのお問い合わせはトッパンホール
チケットセンター電話03-5840-2222まで。
Webサイトでもご案内しております。
https://www.toppanhall.com/

レストラン｜2F

小石川テラス
営業時間 11：30～17：00
土曜・日曜・祝日・年末年始定休
電話 03-5840-2846

ハートフルカフェ
営業時間 11：30～17：00
土曜・日曜・祝日・年末年始定休　
電話 03-5840-2855

＊ 営業時間・定休日が上記と異なる場合がございます。 
ご来店時は事前に各店舗にご確認ください。

印刷博物館のご案内

所在地
東京都文京区水道1丁目3番3号 
TOPPAN小石川本社ビル 〒112-8531 
電話 03-5840-2300（代） FAX 03-5840-1567

開館時間
10：00～18：00（入場は17：30まで）

休館日
毎週月曜日（ただし祝日／振替休日の場合はその翌日）、 
年末年始、展示替え期間

入場料
一般400円、学生200円、高校生100円

＊ 20名以上は団体割引（50円引き）があります。
＊ 企画展期間中は入場料が変わります。
＊ 障がい者手帳等をお持ちの方およびその付き添いの方、

中学生以下、70歳以上の方は無料となります。
＊ デジタル文化財ミュージアムKOISHIKAWA XROSSの 

観覧には別途料金が必要です。
＊ 2025年1月23日より一般入場料が500円になります。

交通のご案内
・ 江戸川橋駅｜東京メトロ有楽町線（4番出口）より右へ

徒歩 約8分
・ 飯田橋駅｜JR総武線（東口）、東京メトロ有楽町線、

東西線、南北線、都営地下鉄大江戸線（B1出口）より
徒歩 約13分

・ 後楽園駅｜東京メトロ丸ノ内線、南北線（1番出口）より
徒歩 約10分

・ 都営バス［上69］｜上野公園～春日駅前～小滝橋車庫／
「大曲」「東五軒町」下車徒歩 約3分

・ 都営バス［飯64］｜九段下～飯田橋駅前～小滝橋車庫／
「大曲」「東五軒町」下車徒歩 約3分

・ 文京区コミュニティバス［Bーぐる］｜目白台・小日向ルート
「トッパンホール 印刷博物館」下車徒歩 約3分

展示室｜B1F ＊展示室入場料がかかります

企画展

～２０２５/１/１３（月・祝）

「写真植字の百年」展

常設展

２０２５/１/２３（木）～
＊ 2025年１月15日（水）～１月22日（水）は展示替えのため

一部のみ公開

KOISHIKAWA XROSS｜B1F

［観覧ツアー］ 事前予約制
VR THEATER『金峯山寺』
EXHIBITION ROOM
伊藤若冲「釈迦十六羅漢図屏風」
デジタル推定復元
日時： 土曜日、日曜日、および土日に続く祝日

13:30～　15:00～　16:30～
定員18名｜所要時間約50分　各回入替制
料金： 一般（高校生以上） 500円

中学生以下、70歳以上の方無料
＊ 印刷博物館入場料が別途必要となります（企画展開催時

は入場料が変わります）。
＊ KOISHIKAWA XROSSのみの見学はできません。
＊  オンラインによる事前予約（日時指定券）が必要になります。

企
画
展「
写
真
植
字
の
百
年
」を
2
0
2
5
年
1
月
13
日（
月
・
祝
）ま
で
開
催
中
で
す
。

今
回
は
前
号
の
特
集
に
続
い
て
展
示
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。会
期
は
残
り
わ
ず
か
で
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特
集
1

現
在
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
る

以
前
は
、印
刷
文
字
は
活
字
か
写
真
植
字
が
主
流
で

し
た
。
中
で
も
、日
本
語
に
お
い
て
は
膨
大
な
金
属

活
字
を
用
い
る
活
版
印
刷
に
代
わ
っ
て
、写
真
工
学

的
な
原
理
を
使
っ
て
印
字
す
る
写
真
植
字
が
登
場

し
た
こ
と
は
、
活
版
印
刷
の
煩
雑
さ
を
解
消
す
る

画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。
写
真
植
字
は
そ
の
利

便
性
に
よ
っ
て
職
場
環
境
の
改
善
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
美
し
い
書
体
の
開
発
が
容

易
に
可
能
と
な
り
、
多
様
な
書
体
が
印
刷
を
彩
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

活
版
印
刷
か
ら
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
へ
と
文
字
印

刷
の
技
術
的
、表
現
的
な
橋
渡
し
を
担
っ
た
こ
の
写

真
植
字
に
つ
い
て
、そ
の
歴
史
、役
割
、仕
組
み
、さ

ら
に
は
書
体
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

入
口
で
は
、大
き
な
エレ
メ
ン
ト
が

お
出
迎
え

エ
レ
メ
ン
ト
と
は
、直
線
、曲
線
、は
ね
、点
な
ど
の
文

字
を
構
成
す
る
要
素
で
す
。
書
体
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

文
字
イ
メ
ー
ジ
を
同
じ
に
し
、書
体
と
し
て
統
一
す

る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、写
真
植
字
に
よ
っ
て
誕
生
し

た
書
体
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
象
徴
と
し
て
10
種
類
の
書

体
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
し
て
い
ま
す
。

企
画
展「
写
真
植
字
の
百
年
」
開
催
中
！ 

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、第
1
部
の
中
央
に
象

徴
的
に
配
置
し
ま
し
た
。
小
さ
な
模
型
で
す
が
、写

真
植
字
発
明
構
想
の
第
一
歩
は
こ
の
模
型
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

第
3
部

新
し
い
書
体
と
新
し
い
表
現

第
3
部
で
は
、
写
真
植
字
を
用
い
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
や
、写
真
植
字
以
降
に
う
ま
れ
た
書
体
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
活
字
か
ら
写
真
植
字
へ
と
文
字

印
刷
の
技
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
表
現
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
自
由

な
組
版
や
書
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し
い

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
表
現
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写
植
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
敬
称
略
）

①
小
谷
喜
久
雄（
モ
リ
サ
ワ 

元
明
石
営
業
所
長
）

②
中
島
美
則（
リ
ョ
ー
ビM

H
I

グ
ラ
フ
ィッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

③
橋
本
和
夫（
書
体
設
計
士
）

④
駒
井
靖
夫（
プ
ロ
ス
タ
デ
ィ
オ
）

⑤
太
田
徹
也（
グ
ラ
フ
ィッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

エレ
メ
ン
ト
と
一
緒
に

写
真
を
撮
ろ
う
！

展
示
の
最
後
に
は
、切
り
抜
い
た
エ
レ
メ
ン
ト
を
持
っ

て
撮
影
で
き
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
け
て
い
ま
す
。

ご
来
場
の
記
念
に
、
お
気
に
入
り
の
エ
レ
メ
ン
ト
と

一
緒
に
ぜ
ひ
お
写
真
を
お
撮
り
く
だ
さ
い
。

写
植
を
め
ぐ
る
人
び
と

イ
ン
タ
ビュ
ー
映
像

展
示
の
な
か
で
は
、写
真
植
字
に
関
わ
り
の
あ
る
5

人
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、映
像
を
上
映
し
て

い
ま
す
。
写
真
植
字
機
販
売
営
業
、機
器
開
発
、書

体
設
計
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
見
た
写
真
植
字
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

当
時
の
写
真
植
字
開
発
や
普
及
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
で
す
。

会　期：2024年9月21日（土）～2025年1月13日（月・祝）

入場料：一般500円　学生300円　高校生200円

　　　　中学生以下、70歳以上の方無料

主　催：TOPPANホールディングス株式会社

印刷博物館

協　力： 株式会社モリサワ

　　　　株式会社写研

　　　　リョービMHIグラフィックテクノロジー株式会社

　　　　株式会社文字道

企画展「写真植字の百年」

第
1
部 

写
真
植
字 

は
じ
ま
り
と
ひ
ろ
が
り

第
1
部
で
は
、所
蔵
元
で
あ
る
株
式
会
社
モ
リ
サ
ワ

か
ら
門
外
不
出
で
あ
っ
た
「
邦
文
写
真
植
字
機
の
発

明
模
型
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
周
囲
か
ら
ぐ
る
っ

第
2
部 

し
く
み
と
機
器
開
発

第
2
部
入
口
で
は
、株
式
会
社
写
研
所
蔵
の「
初
期

の
実
用
機
」
を
正
面
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。お

そ
ら
く
、現
存
し
て
い
る
な
か
で
は
最
も
古
い
写
真

植
字
機
で
、
実
用
化
さ
れ
た
当
初
の
姿
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

ま
た
第
2
部
で
は
、
初
期
の
実
用
機
に
続
い
て
、

写
研
、モ
リ
サ
ワ
、リ
ョ
ー
ビ
の
代
表
的
な
写
真
植
字

機
を
機
器
カ
タ
ロ
グ
の
年
表
に
沿
っ
て
展
示
し
て
い

ま
す
。

 企画展入口
  第1部 展示内観風景
  第2部 展示入口付近
 第2部 機器展示
 第3部 展示内観風景
 第3部 書体見本の展示
 フォトスポット
 切り抜いたエレメント
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開
国
に
よ
っ
て
近
代
化
の
幕
が
開
け
た
日
本
は
、
明
治
時
代
に
本
格
的
な
近
代
国
家
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。

西
洋
か
ら
新
し
い
制
度
や
文
物
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
社
会
や
生
活
の
様
相
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
新
時
代
の
到
来
を
、
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
図
版
印
刷
で
し
た
。

横
浜
絵
や
開
化
絵
に
代
表
さ
れ
る
錦
絵（
多
色
摺
り
木
版
画
）を
中
心
に
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
銅
版
と
石
版
に
よ
る
印
刷
物
を
織
り
交
ぜ
て
紹
介
し
ま
す
。

横
浜
絵
と
開
化
絵

江
戸
幕
府
は
、安
政
5
（
1
8
5
8
）
年
に
、ア
メ
リ
カ

な
ど
五
カ
国
と
修
好
通
商
条
約
を
結
び
ま
す
。
そ

の
結
果
、横
浜
は
開
港
地
と
な
り
、外
国
人
の
居
留

地
が
整
備
さ
れ
、発
展
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。
商

館
を
は
じ
め
、領
事
館
、公
使
館
、ホ
テ
ル
、教
会
な

ど
が
建
て
ら
れ
た
ほ
か
、
道
路
や
橋
が
整
備
さ
れ
、

近
代
的
な
市
街
へ
変
貌
し
た
の
で
す
。
異
国
情
緒

漂
う
横
浜
は
、当
時
の
人
々
の
興
味
と
好
奇
心
を
駆

り
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
新
時
代
の
到
来
を
伝
え

る
格
好
の
画
題
と
し
て
、多
く
の
錦
絵
に
仕
立
て
ら

れ
ま
し
た
。(

❶)

こ
の
錦
絵
は
、
横
浜
絵
、
横
浜
開

化
錦
絵
な
ど
と
呼
ば
れ
、
洋
風
建
築
物
だ
け
で
な

く
、居
留
す
る
外
国
人
、蒸
気
機
関
車
や
馬
車
な
ど

も
描
か
れ
、人
気
を
集
め
ま
し
た
。

江
戸
か
ら
明
治
に
時
代
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
江

戸
は
東
京
と
改
称
さ
れ
、新
政
府
は
、京
都
か
ら
東

京
へ
移
り
ま
す
。こ
れ
を
機
に
文
明
開
化
の
中
心
地

と
な
っ
た
東
京
は
、
洋
風
の
近
代
的
建
築
物
が
次
々

と
建
て
ら
れ
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
伴
っ
て
、近
代
都

市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま
す
。
日
本
橋
兜
町
に
設
立

さ
れ
た
第
一
国
立
銀
行(

❷)

、築
地
に
建
築
さ
れ
た

新
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
た
図
版
印
刷

か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
紋
章
や
文
様
、
図
柄
が
銅
版

に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
ま
し
た
。
銅
版
印
刷
は
、木
版

印
刷
以
上
に
精
緻
な
表
現
が
で
き
る
た
め
、
偽
造

防
止
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
す
。
政
府
が
発
行

す
る
紙
幣
や
切
手
な
ど
は
、
近
代
国
家
を
象
徴
す

る
印
刷
物
で
あ
り
、
手
に
し
た
国
民
は
、こ
れ
ま
で

見
慣
れ
た
木
版
印
刷
と
は
異
な
る
精
緻
な
印
刷
表

現
も
手
伝
っ
て
、新
た
な
時
代
を
認
識
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

続
い
て
、石
版
印
刷
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
18
世

紀
末
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
明
さ
れ
た
、こ
の
新
し
い
技

法
は
、木
版
や
銅
版
の
よ
う
に
版
を
彫
る
必
要
が
な

く
、水
と
油
の
反
発
作
用
を
利
用
し
て
、平
ら
な
石

の
版
の
上
に
描
い
た
も
の
を
印
刷
す
る
も
の
で
す
。

自
由
か
つ
細
か
い
濃
淡
を
版
上
に
描
く
こ
と
で
版
を

つ
く
っ
て
印
刷
す
る
た
め
、諧
調
表
現
に
優
れ
、鮮
や

か
な
色
彩
に
よ
る
、多
様
性
に
富
ん
だ
表
現
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
新
技
法
は
万
延
元（
1
8
6
0
）

年
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、明
治
７（
1
8
7
4)

年
よ

り
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
明
治
政
府
だ
け
で
な

く
、民
間
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
、書
物
の
挿
絵
や
一

枚
刷
り
の
版
画(

❹)

が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
木
版

や
銅
版
で
は
味
わ
え
な
い
、
写
真
に
近
い
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
画
像
が
、見
る
人
に
新
鮮
な
情
報
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
、新
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
広
げ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
印
刷
博
物
館

　
主
席
学
芸
員

　
緒
方
宏
大
）

銅
版
印
刷
と
石
版
印
刷
が

広
げ
た
世
界

明
治
の
新
時
代
と
と
も
に
、図
版
印
刷
も
進
展
を
迎

え
ま
す
。そ
れ
ま
で
の
主
役
は
木
版
印
刷
で
し
た
が
、

新
た
に
、銅
版
印
刷
と
石
版
印
刷
が
西
洋
か
ら
伝
わ

り
、木
版
と
は
違
った
表
現
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

銅
版
印
刷
は
、西
洋
に
お
い
て
、1
4
2
0
年
か
ら

1
4
3
0
年
頃
に
直
刻
凹
版（
エ
ン
グ
レ
ー
ビ
ン
グ
）が
、

16
世
紀
初
頭
に
腐
食
凹
版（
エ
ッ
チ
ン
グ
）が
発
明
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
技
法
の
発
明
に
よ
り
、
正
確
な
地
図

や
、精
緻
な
図
版
を
伴
っ
た
書
物
の
製
作
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
す
。
日
本
に
は
、
明
治
時
代
以
前
に
伝

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
木
版
印
刷
ほ
ど
定
着
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
飛
躍
を
遂
げ
た
の
は
、

紙
幣
や
証
券
、
切
手
、
地
券
な
ど
の
産
業
ベ
ー
ス
の

印
刷
物
を
明
治
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
発
行
し
て

さ
れ
た
こ
と
で
民
衆
が
初
め
て
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
前
ま
で
は
、在
位
中
の
天

皇
の
姿
が
印
刷
さ
れ
、
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
新
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、明
治
天
皇
と
と
も

に
、皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
の
姿
も
、図
版
印
刷
に
よ
っ

て
広
ま
り
ま
し
た
。
史
上
初
め
て
洋
装
を
し
た
皇

五
階
建
の
ホ
テ
ル
、
新
橋
・
横
浜
間
で
の
鉄
道
開
通

に
よ
っ
て
開
設
し
た
新
橋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
新
名

所
と
し
て
注
目
を
集
め
、人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
新
名
所
は
、多
く
の
絵
師
に
よ
っ
て

描
か
れ
、開
化
絵
、開
化
錦
絵
と
呼
ば
れ
る
錦
絵
と

な
り
ま
し
た
。
洋
風
建
築
物
だ
け
で
な
く
、蒸
気
機

関
車
、人
力
車
、ガ
ス
灯
、鉄
橋
、洋
服
、洋
傘
、時
計

な
ど
文
明
開
化
を
象
徴
す
る
も
の
も
描
か
れ
ま
し

た
。
横
浜
絵
も
開
化
絵
も
、全
国
各
地
か
ら
訪
れ
た

人
が
購
入
し
て
、お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
で

各
地
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。こ
う
し
て
、ま
だ
見

ぬ
、
新
た
な
視
覚
情
報
が
全
国
へ
と
広
ま
る
こ
と

で
、新
時
代
の
到
来
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
の
で
し

た
。

描
か
れ
た
天
皇
、

政
治
、博
覧
会

錦
絵
に
描
か
れ
た
の
は
、洋
風
の
近
代
的
建
築
物
や

西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
文
物
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
明
治
天
皇
の
姿
も
描
か
れ
、多
く
の
人
が
そ

の
絵
姿
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
明
治
天
皇
は
97
回

の
地
方
巡
幸
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
図
版
化

后
で
、率
先
し
て
洋
服
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
印
刷
物
に
も
洋
装
で
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

洋
装
の
皇
后
は
、特
に
女
性
に
対
し
て
、強
い
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

明
治
時
代
に
近
代
政
治
が
幕
を
開
け
ま
す
が
、

新
政
府
に
よ
る
政
治
の
様
相
も
錦
絵
の
画
題
と
な

り
ま
し
た
。
明
治
22
（
1
8
8
9
）
年
に
大
日
本
帝
国

憲
法
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
宮
殿
の
正
殿

で
行
わ
れ
た
発
布
式
の
模
様
が
錦
絵
な
ど
に
数
多

く
描
か
れ
て
い
ま
す(

❸)

。
ま
た
、議
会
の
開
設
も

画
題
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
21
（
1
8
8
8
）
年
の
枢

密
院
創
設
に
よ
る
会
議
な
ら
び
に
、
明
治
23

（
1
8
9
0
）
年
に
開
設
さ
れ
た
帝
国
議
会
の
情
景
を

描
い
た
も
の
が
印
刷
さ
れ
、多
く
の
人
が
目
に
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
江
戸
時
代
の
徳

川
政
権
下
で
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
政
治
が
行
わ
れ

る
の
か
は
、
印
刷
物
に
よ
っ
て
庶
民
に
広
め
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
点
か
ら
も
、
政

治
の
表
舞
台
を
図
版
化
し
た
も
の
は
、
国
民
に
、
時

代
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
識
づ
け
る
上
で
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

近
代
的
な
催
し
と
し
て
描
か
れ
た
の
が
博
覧
会

で
す
。
明
治
5（
1
8
7
2
）年
に
、文
部
省
主
催
に
よ

る
最
初
の
博
覧
会
が
湯
島
聖
堂
で
開
催
さ
れ
、続
い

て
明
治
10
（
1
8
7
7
）
年
に
上
野
公
園
で
、
第
一
回

内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
政
府
主

導
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
で
あ
っ
た
た
め
、
人
々
の

関
心
も
高
く
、錦
絵
な
ど
の
印
刷
物
の
恰
好
の
画
題

と
な
り
ま
し
た
。
額
装
や
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を
用
い
た

新
し
い
展
示
の
様
子
や
、展
示
さ
れ
て
い
る
西
洋
製

品
の
数
々
が
印
刷
に
よ
っ
て
、多
く
の
人
々
の
目
に
触

れ
る
こ
と
に
な
り
、新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け

ま
し
た
。

  「横浜異人館之図」 ［資料No. 51625］
  「東京海運橋三井組第一国立之銀行ハウス之図」 ［資料
No.51622］
  「大日本憲法発布式之図」 ［資料No.56015］
  「大日本帝国国会議事堂真景」 ［資料No.34505］

	【参考文献】
・岩切信一郎『明治版画史』（吉川弘文館、2009年）
・ 若桑みどり『皇后の肖像―昭憲皇太后の表象と女

性の国民化』（筑摩書房、2001年）
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特集1

企画展「黒の芸術」解題
特集2

「黒の芸術」展のみどころ

News File

いんぱくメタミュージアム ＶＲＣｈａｔでもオープン ほか

コレクション探訪

『官刻 六諭衍義』、『ヴェイラント文法書』

 印 刷 博 物 館 ニュース

Printing Museum 

NEWS

96
March, 2025 ［工房見学ツアー］ 事前予約制

日時：	火曜・水曜	 14：00～
定員10名｜所要時間約20分

［活版印刷体験］ 事前予約制
日時：	木曜・金曜	 14：00～

土曜・日曜・祝日	 14：00～　16：00～
定員6名｜所要時間各回約30分
＊	オンラインによる事前予約（日時指定券）が必要になりま
す。詳細はWebサイトにてご案内しております。

印刷工房｜B1F ＊展示室入場料がかかります

＊TOPPAN小石川本社ビル地下駐車場（有料）がご利用いただけます。

＊	P&Pギャラリーが休室の場合、ライブラリーも休室です。
＊	ご利用は事前予約制です。
＊	レファレンスは電話やメールで承ります。
＊	詳細はWebサイトにてご案内しております。

ライブラリー｜1F ＊無料

＊	最新の開館状況などはWebサイトをご確認ください。
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印刷博物館へのお問い合わせは

電話	03-5840-2300（代）

ギャラリー展示

４/１２（土）～７/６（日）

「グラフィックトライアル２０２５
－FIND－」展

P&Pギャラリー｜1F ＊無料

トッパンホール｜1F
トッパンホール
公演についてのお問い合わせはトッパンホール
チケットセンター電話03-5840-2222まで。
Webサイトでもご案内しております。
https://www.toppanhall.com/

レストラン｜2F
小石川テラス
営業時間	11：30～17：00
土曜・日曜・祝日・年末年始定休
電話	03-5840-2846

ハートフルカフェ
営業時間	11：30～17：00
土曜・日曜・祝日・年末年始定休　
電話	03-5840-2855

＊	営業時間・定休日が上記と異なる場合がございます。	
ご来店時は事前に各店舗にご確認ください。

印刷博物館のご案内

所在地
東京都文京区水道1丁目3番3号	
TOPPAN小石川本社ビル	〒112-8531	
電話	03-5840-2300（代）	FAX	03-5840-1567

開館時間
10：00～18：00（入場は17：30まで）

休館日
毎週月曜日（ただし祝日／振替休日の場合はその翌日）、	
年末年始、展示替え期間

入場料
一般500円、学生200円、高校生100円
20名以上は団体割引（50円引き）があります。
企画展期間中は入場料が変わります。
障がい者手帳等をお持ちの方およびその付き添いの方、
中学生以下、70歳以上の方は無料となります。
デジタル文化財ミュージアムKOISHIKAWA	XROSSの	
観覧には別途料金が必要です。

＊
＊
＊

＊

交通のご案内
・ 江戸川橋駅｜東京メトロ有楽町線（4番出口）より右へ
徒歩	約8分

・ 飯田橋駅｜JR総武線（東口）、東京メトロ有楽町線、
東西線、南北線、都営地下鉄大江戸線（B1出口）より
徒歩	約13分

・ 後楽園駅｜東京メトロ丸ノ内線、南北線（1番出口）より
徒歩	約10分

・ 都営バス［上69］｜上野公園～春日駅前～小滝橋車庫／
「大曲」「東五軒町」下車徒歩	約3分

・ 都営バス［飯64］｜九段下～飯田橋駅前～小滝橋車庫／
「大曲」「東五軒町」下車徒歩	約3分

・ 文京区コミュニティバス［Bーぐる］｜目白台・小日向ルート
「トッパンホール	印刷博物館」下車徒歩	約3分

展示室｜B1F ＊展示室入場料がかかります

企画展

４/２６（土）～７/２１（月・祝）

「黒の芸術　グーテンベルクと
ドイツ出版印刷文化」展

常設展

開催中
＊	４月12日（土）～24日（木）は企画展への展示替えのため
一部のみ公開、４月25日（金）は休室

KOISHIKAWA XROSS｜B1F

［観覧ツアー］ 事前予約制
VR THEATER『金峯山寺』
EXHIBITION ROOM
伊藤若冲「釈迦十六羅漢図屏風」
デジタル推定復元
日時：	土曜日、日曜日、および土日に続く祝日

13:30～　15:00～　16:30～
定員18名｜所要時間約50分　各回入替制
料金：	一般（高校生以上）	500円

中学生以下、70歳以上の方無料
＊	印刷博物館入場料が別途必要となります（企画展開催時
は入場料が変わります）。
＊	KOISHIKAWA	XROSSのみの見学はできません。
＊		オンラインによる事前予約（日時指定券）が必要になります。

4
月
26
日（
土
）か
ら「
黒
の
芸
術

　グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
と
ド
イ
ツ
出
版
印
刷
文
化
」展
を
開
催
し
ま
す
。

西
洋
で
活
版
印
刷
術
を
確
立
し
、
印
刷
史
の
な
か
で
最
も
有
名
な
人
物
の
一
人
と
い
え
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
。

そ
の
功
績
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
印
刷
と
い
う
営
み
が
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
想
い
や
社
会
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
、ド
イ
ツ
と
い
う
国
を
通
し
て
検
証
し
ま
す
。

特
集
1第

1
部 

西
洋
の
印
刷
術

―
複
製
時
代
の
幕
開
け

―

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
関
す
る
記
録
は
わ
ず
か
に
と
ど

ま
り
、
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く

１
４
0
０
年
頃
、マ
イ
ン
ツ
の
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
た

こ
の
金
細
工
職
人
は
、ラ
イ
ン
川
を
上
っ
た
シ
ュ
ト
ラ

ス
ブ
ル
ク（
現
フ
ラ
ン
ス
・ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
）で
巡
礼
者
用

の
記
念
鏡
の
製
造
に
携
わ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
事

業
が
う
ま
く
い
か
ず
、同
地
で
新
た
に
取
り
組
ん
だ

の
が
可
動
式
活
字
を
使
っ
た
印
刷
で
し
た
。

　
当
時
の
西
洋
で
の
書
籍
と
は
、手
書
き
に
よ
る
写

本
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
活
版
印
刷
の
誕
生
に
先

行
し
て
木
版
に
よ
る
印
刷
本
や
金
細
工
か
ら
発
展

し
た
銅
版
印
刷
（
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
）
と
い
っ
た
、文

字
や
図
版
の
複
製
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
ど
の
よ
う
に
可
動
式
活
字
に

よ
る
書
籍
印
刷
を
発
想
し
た
か
は
わ
か
っ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、自
身
の
職
能
を
駆
使
し
て
た
ど
り
つ
い
た

の
が
、鉛
合
金
に
よ
る
写
本
書
体
を
模
し
た
活
字
の

鋳
造
と
、
そ
の
た
め
の
道
具
づ
く
り
で
し
た
。
さ
ら

に
活
字
を
組
ん
だ
印
刷
版
に
適
し
た
油
性
の
イ
ン

キ
や
木
製
の
印
刷
機
を
つ
く
る
こ
と
で
木
版
印
刷

や
銅
版
印
刷
と
も
異
な
る
、
文
字
に
特
化
し
た
新

た
な
印
刷
術
を
練
り
上
げ
た
の
で
す
。
１
４
４
８
年

頃
ま
で
に
は
マ
イ
ン
ツ
に
戻
り
、免
罪
符
や
ラ
テ
ン
語

文
法
書
と
い
っ
た
小
規
模
の
印
刷
物
を
手
が
け
、最

終
的
に
聖
書
（
❶
）
と
い
う
大
著
の
印
刷
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

企
画
展「
黒
の
芸
術
」解
題れ

た
の
は
、
聖
書
印
刷
か
ら
２
０
０
年
以
上
が
た
っ

た
17
世
紀
半
ば
の
英
国
に
お
い
て
で
し
た（
❷
）。

　
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
は
当
初
こ
の
新
し
い
技
術
を
秘

匿
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
も
活
版
印
刷
術
は
徒
弟

制
度
の
も
と
、印
刷
工
房
と
い
う
現
場
で
経
験
的
・

口
承
的
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
や
が
て
こ
の
新

技
術
を
取
り
扱
っ
た
書
物
も
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
プ
ロ
セ
ス
を
細
か
く
解
説
し
、
体
系

的
に
ま
と
め
ら
れ
た
初
め
て
の
手
引
書
が
出
版
さ

第
２
部

情
報
の
伝
播
　

―
知
の
継
承
と
社
会
変
革

―

聖
書
印
刷
完
遂
の
間
際
に
こ
の
新
技
術
開
発
の
た

め
に
負
っ
た
借
金
を
返
済
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
１
４
６
２
年
に
マ
イ
ン
ツ
市
内
で
起
こ
っ
た
政
治

的
動
乱
に
よ
り
、
秘
匿
し
て
い
た
技
術
は
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
の
手
を
離
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
拡
散
し
ま

す
。
15
世
紀
中
に
は
ロ
シ
ア
を
の
ぞ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

約
２
５
０
都
市
に
印
刷
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

１
４
５
５
年
か
ら
１
５
０
０
年
頃
ま
で
の
15
世
紀
に

出
版
さ
れ
た
活
版
印
刷
本
は
、そ
の
揺よ

う

籃ら
ん

期
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、学
問
上
は
ラ
テ
ン
語
で
ゆ
り
か
ご
を

意
味
す
る
「
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
宗
教
書
や
古
典
作
品
を
中
心
に
、そ
の
8
割
近

く
が
ラ
テ
ン
語
で
印
刷
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
42
行
聖
書
は
見
事
な
印

刷
本
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
扉
ペ
ー
ジ
や
奥
付
、
目

次
、ペ
ー
ジ
付
け
と
い
っ
た
今
日
当
た
り
前
と
考
え

ら
れ
て
い
る
書
籍
の
体
裁
を
備
え
て
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
ら
は
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
時
代
を
含
む
後

進
の
印
刷
者
た
ち
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
で
、徐
々
に
現
代
の
私
た
ち
が
想
像
す
る
よ
う
な

「
書
物
」が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
イ
タ
リ
ア
で
は
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
古
典
復
興
の
流

れ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
と
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
が
、ド

イ
ツ
で
印
刷
が
大
き
な
社
会
変
革
を
も
た
ら
し
た

最
初
の
出
来
事
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
マ
ル

テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
に
よ
る
宗
教
改
革
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
16
世
紀
に
ド
イ
ツ
東
部
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に

新
し
く
設
置
さ
れ
た
大
学
の
神
学
教
授
に
な
っ
た
ル

タ
ー
が
、
神
学
討
論
の
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
た
「
95

箇
条
の
提
題
」が
改
革
の
口
火
を
き
り
ま
し
た
。こ

の
ラ
テ
ン
語
の
提
題
は
即
座
に
印
刷
さ
れ
、
さ
ら
に

は
ド
イ
ツ
語
の
翻
訳
版
が
流
布
し
た
こ
と
で
、そ
れ

ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
人
々

の
心
を
つ
か
ん
だ
の
で
す
。

　
印
刷
出
版
に
よ
る
意
思
の
表
明
が
力
を
持
つ
こ

と
を
、
実
感
を
伴
っ
て
知
っ
た
ル
タ
ー
は
、
地
元
の

印
刷
者
た
ち
の
力
を
借
り
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
繰
り
広
げ
ま
す
。15
世
紀
に
印
刷
所
が
な
か
っ
た

こ
の
街
は
16
世
紀
に
は
ド
イ
ツ
随
一
の
印
刷
都
市
に

発
展
し
ま
す
。
そ
し
て
新
約
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
訳

（
❸
）
を
は
じ
め
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
言
語
を

使
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
の
人
々
に
と
っ
て
共
通
の
言
葉
を

紡
ぐ
こ
と
に
も
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。ル
タ
ー
は
出

版
活
動
を
通
じ
ド
イ
ツ
語
統
一
の
下
地
を
つ
く
っ
た

の
で
す
。第

３
部

書
体
は
語
る

―
活
字
が
背
負
う

ナ
ショ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
―

ド
イ
ツ
の
出
版
物
が
、他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
異
な

る
歴
史
を
歩
ん
だ
点
が
、
文
字
の
形
で
あ
る
印
刷

書
体
と
い
え
ま
す
。

　
42
行
聖
書
の
印
刷
か
ら
約
10
年
後
、印
刷
術
が
イ

タ
リ
ア
に
伝
わ
る
と
、
そ
の
土
地
で
親
し
ま
れ
て
い

た
文
字
に
近
い
、ロ
ー
マ
ン
体
と
呼
ば
れ
る
活
字
書

体
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
日
で
も
多
く
の
人
が
目
に

す
る
書
体
で
す
。
ロ
ー
マ
ン
体
は
ド
イ
ツ
で
も
使
わ

れ
ま
す
が
、42
行
聖
書
に
も
使
わ
れ
た
、い
わ
ゆ
る

ゴ
シ
ッ
ク
体
と
呼
ば
れ
る
黒
っ
ぽ
い
文
字
、
す
な
わ

ち
ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
ド
イ
ツ
で

は
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
時
の
権
力
者
、神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
1
世
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
宮
廷
用
の
書
体
は
、

や
が
て
国
の
公
式
の
文
字
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
の
な
か
で
も「
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ー
ル
」と

呼
ば
れ
る
書
体
で
す（
❹
）。

　
ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
は
、
も
と
は
写
本
書
体
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
使
用
さ
れ
始
め
ま
し
た
が
、印
刷

書
体
と
し
て
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ー
ル
が
公
用
化
さ
れ
た
こ

と
で
、い
つ
し
か
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
文
字
と
な
り

ま
す
。
19
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
活
字
鋳
造
所
の
見
本
帳

で
は
、ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
は「
ド
イ
ツ
文
字
」と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た（
❺
）。

　
ド
イ
ツ
の
全
て
の
人
々
が
必
ず
し
も
こ
の
文
字
を

好
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、常
に「
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ー
ル（
ブ

ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
）
か
ア
ン
テ
ィ
カ
（
ド
イ
ツ
で
の
ロ
ー
マ
ン
体
の

呼
び
方
）
か
」
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
、啓
蒙
主
義
の

拡
が
り
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
、フ
ラ
ン
ス
革
命
、そ
の

後
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
侵
略
と
い
っ
た
政
治
的
な
出
来
事

に
よ
っ
て
、
人
々
が
好
む
書
体
が
時
代
に
よ
り
変
化

し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
議
会
で
諮
ら
れ
、投
票
の

結
果
僅
差
で
フ
ラ
ク
ト
ゥ
ー
ル
が
勝
利
し
、
20
世
紀

に
い
た
る
ま
で
国
の
標
準
文
字
と
し
て
認
識
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
ル
ド
ル
フ
・
コ
ッ
ホ
に
代
表
さ
れ
る
気

鋭
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
美
し
く
、
多
様
な
ブ
ラ
ッ

ク
レ
タ
ー
も
生
ま
れ
ま
し
た（
❻
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の
国
の
方

針
転
換
に
よ
り
、突
如
と
し
て
こ
の
文
字
が
国
の
文

字
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
の
状
況
と
使
わ
れ
る
書
体
は
常
に
密
接
な
関
係

に
あ
っ
た
の
で
す
。

グ
ー
テ
ン
ベル
ク
と

ド
イ
ツ
出
版
印
刷
文
化

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
印
刷
史
の
な
か
で
重
要
な
位
置

を
占
め
る
の
は
、
彼
の
発
明
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
在
り
方
を
大
き
く
変
え
、広
い
範
囲
で
社
会
的
・

文
化
的
影
響
を
及
ぼ
し
、新
た
な
産
業
の
芽
と
な
っ

た
か
ら
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
活
版
印
刷
は
そ
の

後
約
５
０
０
年
に
わ
た
っ
て
テ
キ
ス
ト
印
刷
の
主
流

で
あ
り
続
け
ま
し
た
。そ
し
て
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
で
情
報
を
伝
え
る
か
、
そ
の
主
要
な
役
割
を
果

た
す
印
刷
書
体
に
は
、
伝
え
ら
れ
る
内
容
に
劣
ら

ず
、
そ
こ
で
生
き
る
人
々
の
想
い
や
政
治
動
向
と

い
っ
た
社
会
的
背
景
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
の
で
す
。

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
こ
の

不
可
分
性
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
現
代
に
お
い

て
も
変
わ
ら
な
い
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
印
刷
博
物
館

　
学
芸
員

　
式
洋
子
）

  42行聖書（旧約聖書零葉）グーテンベルク印行、
1455年頃、印刷博物館蔵 [資料No.33167]

  ジョゼフ・モクソン『メカニック・エクササイズ』
　　第2巻、1683年、広島経済大学図書館蔵

  マルティン・ルター訳ドイツ語新約聖書（9月聖書）、
1522年、広島経済大学図書館蔵
  メルヒオール・プフィンツィング『トイヤーダンク』（零
葉）1517年、町田市立国際版画美術館蔵

  エンスヘ デ 活 字 鋳 造 所『ローマン体とイタリッ
ク 体 の 見 本 帳』1883年、印 刷 博 物 館 蔵 [資 料
No.56036]
  ルドルフ・コッホ『ヴィルヘルム・クリングシュポー
ル・シュリフト』（活 字 見 本 帳）、1927年、クリング
シュ ポ ー ル 博 物 館 蔵 ／ Klingspor Museum, 
Offenbach am Main
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useum
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本
展
で
は
ド
イ
ツ
と
日
本
の
各
機
関
が
所
蔵
す
る
、グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
や
ド
イ
ツ
ゆ
か
り
の
貴
重
な
印
刷
物
・
道
具
・
機
械
な
ど

約
70
点
の
展
示
品
が
一
堂
に
会
し
、ド
イ
ツ
の
出
版
印
刷
文
化
を
多
角
的
に
紹
介
し
ま
す
。

活
版
印
刷
5
0
0
年
の
歴
史
の
息
吹
を
、ぜ
ひ
会
場
で
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ど
こ
ろ
　
そ
の
１
　

黒
の
世
界
へ
の
い
ざ
な
い

中
世
の
西
洋
で
新
た
に
確
立
さ
れ
た
活
版
印
刷
と

い
う
書
籍
印
刷
術
に
対
し
、
15
世
紀
中
に
は
ド
イ
ツ

語
で「die�schw

arze�K
unst

（
デ
ィ
・シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
・

ク
ン
ス
ト
）」
と
い
う
語
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

schw
arz

は「
黒
い
」を
、Kunst

は「
技
術
」や「
芸

術
」
を
意
味
す
る
単
語
で
、ス
ス
な
ど
を
原
料
に
し

た
、印
刷
に
使
う
黒
い
イ
ン
キ
に
由
来
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
こ
れ
は
黒
魔
術
や
魔
法
と
同
じ

意
味
を
持
つ
言
葉
で
も
あ
り
ま
し
た
。
手
書
き
に

よ
る
時
間
の
か
か
る
本
づ
く
り
が
主
流
の
時
代
に
、

均
一
で
は
っ
き
り
と
し
た
黒
い
文
字
が
連
な
り
、一

度
に
数
百
部
の
複
製
が
可
能
な
印
刷
本
の
存
在
は
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
魔
術
の
よ
う
に
も
思
え
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん（
❶
）。

特
に
ド
イ
ツ
で
は
、ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

黒
々
と
し
た
文
字
が
、他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ

多
様
な
書
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
長
き
に

わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
黒
は
ド
イ
ツ
の

活
版
印
刷
文
化
を
知
る
上
で
の
キ
ー
カ
ラ
ー
と
考

え
ま
し
た
。

「
黒
の
芸
術
」展
の
み
ど
こ
ろ

ま
た
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
家
族
ゆ
か
り
の
地
で

あ
り
、
後
年
に
選
帝
侯
の
廷
臣
に
任
命
さ
れ
た
地
、

エ
ル
ト
ヴ
ィ
レ
（
❸
）
も
訪
れ
ま
す
。グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

は
こ
の
地
で
も
印
刷
を
行
っ
た
（
教
え
た
）
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
記
録
の
少
な
い
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
を
知

る
手
が
か
り
と
し
て
、彼
の
生
涯
の
足
跡
を
美
し
い

風
景
と
と
も
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

み
ど
こ
ろ
　
そ
の
３
　

印
刷
職
人
の
伝
統
儀
式

「
ガ
ウ
チ
ェ
ン
」と
い
う
言
葉
を
き
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。ド
イ
ツ
語
圏
以
外
で
は
耳
慣
れ
な
い
こ
の

言
葉
、
実
は
印
刷
職
人
の
た
め
の
儀
式
の
こ
と
で

す
。も
う
一
つ
の
映
像
（
約
５
分
半
）で
は
、日
本
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
ド
イ
ツ
な
ら
で
は
の
こ
の

伝
統
習
慣
を
紹
介
し
ま
す（
❹
）。

み
ど
こ
ろ
　
そ
の
２
　

活
版
印
刷
術
確
立
の
地
を

深
掘
り

展
示
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
本
展
で
は
ド
イ
ツ
の

風
景
や
習
慣
を
二
本
立
て
の
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ「
マ
イ
ン
ツ
と
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の

足
跡
」（
約
9
分
）
で
は
、グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
生
誕
地

で
あ
り
、
活
版
印
刷
術
を
完
成
さ
せ
た
街
、マ
イ
ン

ツ
を
案
内
し
ま
す
。
世
界
を
変
え
た
42
行
聖
書
は

ど
の
よ
う
な
街
で
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
マ
イ
ン
ツ
で
す

が
、
ラ
イ
ン
川
と
マ
イ
ン
川
の
交
接
地
帯
に
位
置
し

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
は
重
要
な
軍
事
拠
点
と
な

る
な
ど
、2
0
0
0
年
に
わ
た
る
歴
史
あ
る
街
で

す
。
ま
た
、グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
生
き
た
15
世
紀
は
、

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
七
選
帝
侯
の
頂
点
に
君
臨
す
る

大
司
教
座
が
あ
る
な
ど
、「
も
う
一
つ
の
ロ
ー
マ
」と

い
え
る
ほ
ど
、ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
と
っ
て

重
要
な
意
味
を
持
つ
街
で
し
た
（
❷
）。
映
像
で
は
、

現
代
に
残
る
遺
跡
や
聖
堂
と
と
も
に
グ
ー
テ
ン
ベ
ル

ク
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、欧
州
の
要
所
と
し
て

の
当
時
の
面
影
を
伝
え
ま
す
。

展
示
会
場
で
は
、
ド
イ
ツ
の
森
に
分
け
入
る
か
の

よ
う
に
、
黒
の
世
界
へ
と
皆
さ
ま
を
い
ざ
な
い
ま

す
。
常
設
展
の
展
示
資
料
と
合
わ
せ
て
日
本
の
印

刷
物
と
の
違
い
を
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

15
世
紀
に
活
版
印
刷
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
徒
弟
か
ら
一
人
前
の
印
刷
職
人
に
な

る
に
あ
た
っ
て
の
通
過
儀
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
徒
弟
時
代
の
罪
を
洗
い
流
す
た
め
の

こ
の
儀
式
は
内
容
が
過
激
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時

禁
止
令
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、19
世
紀
よ
り

「
ガ
ウ
チ
ェ
ン
」の
名
で
再
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
ガ
ウ
チ
ェ
ン
」
の
名
称
は
製
紙
の
工
程

で
、紙
を
す
い
た
後
、最
初
の
脱
水
で
ス
ク
リ
ー
ン
か

ら
取
り
出
し
た
ば
か
り
の
紙
を
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
ド
に

堆
積
さ
せ
る「
カ
ウ
チ
ン
グ
」に
由
来
し
ま
す
。

数
年
に
わ
た
る
修
業
期
間
を
経
た
見
習
い
た
ち

は
大
き
な
桶
の
中
で
荒
々
し
い
水
の
洗
礼
を
う
け

（
❺
）、こ
の
儀
式
を
経
る
と
一
人
前
の
証
明
と
し
て

ガ
ウ
チ
ブ
リ
ー
フ（
❻
）
が
手
渡
さ
れ
ま
す
。こ
の
風

変
わ
り
な
慣
習
は
ド
イ
ツ
各
地
や
周
辺
地
域
で
現

在
で
も
行
わ
れ
、
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
！
ご
来
館

の
際
は
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

さ
い
ご
に

本
展
で
は
、各
協
力
館
か
ら
お
借
り
す
る
貴
重
資
料

の
ほ
か
、印
刷
博
物
館
25
年
の
歴
史
の
中
で
初
め
て

公
開
す
る
資
料
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、展
示
へ
の
理

解
を
深
め
る
手
立
て
と
な
る
映
像
は
本
展
限
り
の

上
映
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会　期：2025年4月26日（土）～7月21日（月・祝）
　　　 ※会期中一部資料の展示替えあり
入場料：一般1000円、学生500円、高校生300円
主　催：TOPPANホールディングス株式会社
　　　　印刷博物館
協　力：�グーテンベルク博物館、クリングシュポール博

物館、シュテーデル美術館、広島経済大学図書館、
町田市立国際版画美術館

企画展「黒の芸術 グーテンベルクとドイツ出版印刷文化」

講演会「 グーテンベルク聖書とグーテンベルク博物館 」
講　師：�ウルフ・ゼルター博士
　　　　（グーテンベルク博物館館長）
　　　　ニノ・ナノバシビリ博士
　　　　（グーテンベルク博物館学芸員）
日　時：�4月26日（土）14:00～15:30
会　場：研修室
定　員：70名�先着順�（事前予約制）

［関連イベントのご案内］

講演会「ライン川；印刷のふるさと」
講　師：�樺山紘一（印刷博物館顧問）
日　時：5月17日（土）14:00～15:30
会　場：研修室
定　員：70名�先着順（事前予約制）

ワークショップ「復元活字で 42行聖書の組版に挑戦」
日　時：6月7日（土）10:00～12:00
　　　 6月8日（日）10:00～12:00
会　場：印刷工房
定　員：各回4名�抽選（事前予約制）

学芸員によるギャラリートーク
日　　時：5月10日（土）11:00～11:45
　　　　　7月5日（土）11:00～11:45
集合場所：企画展入口（展示室奥）
定　　員：各回20名�先着順（予約不要・当日会場受付）

※�いずれのイベントも入場料のみでご参加いただけ
ます。

※�講演会、ワークショップの申込時期など、詳細は当
館Webサイトをご確認ください。

    セバスティアン・ブラント『阿呆船』1495年（展示資料）よ
り印刷職人に関する記述で登場する

　 [資料No.75494] 
  活版印刷完成の地マインツの街並み
  一時グーテンベルクも滞在したエルトヴィレ
 マインツで行われたガウチェンの様子（2023年筆者撮影）
 大きな桶にはった水に体ごと放り込まれる
 儀式に参加したものに発行される証明書「ガウチブリーフ」
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	● 団体来館者一覧

2024年

4月 2 （火） 光ビジネスフォーム株式会社

3 （水） 東京都印刷工業組合

瀬味証券印刷株式会社

4 （木） ルネサンス デザイン・美容専門学校

当矢印刷株式会社

株式会社藤田

5 （金） スピックバンスター株式会社

9 （火） 日本プリンティングアカデミー

株式会社加藤文明社

10 （水） 株式会社田中紙工

11 （木） 株式会社帆風

12 （金） 東京都立中央・城北職業能力開発センター

アート印刷株式会社

16 （火） 株式会社一九堂印刷所

23 （火） 日本ストライカー株式会社

24 （水） 生涯学習 弥栄会

株式会社SCREEN GPジャパン

25 （木） 立教大学司書課程

26 （金） 女子美術大学ヴィジュアルデザイン専攻

27 （土） 東京学芸大学

5月 9 （木） 仙台市立加茂中学校

愛知県犬山市立東部中学校

山形県上山市立北中学校

10 （金） 創形美術学校

株式会社スコープ

品川健康クラブ

14 （火） 法政大学法学部山本ゼミ

15 （水） 渋谷ハチコウ大学

16 （木） 日本大学芸術学部デザイン学科

笹川平和財団

17 （金） 葛飾デザイン塾

18 （土） 玉川大学芸術学部

赤羽管内連合自治会

21 （火） 女子美術大学美術教育専攻

仙台市立宮城野中学校

山脇美術専門学校

23 （木） 仙台市立三条中学校

JIPAライセンス委員会

24 （金） 株式会社ソーシャルサービス

26 （日） 健康ハイキング

30 （木） 法政大学資格課程

6月 1 （土） 桑沢デザイン研究所

2 （日） 昭和女子大学

4 （火） 就実高等学校

5 （水） 愛知県知多市立知多中学校

6 （木） 名古屋市立南天白中学校

7 （金） 共立女子大学建築・デザイン学部デザインコース

8 （土） 実践女子大学実践キャリアプランニング

11 （火） 東京都文京区立湯島小学校

三重県いなべ市立北勢中学校

浦安市社会福祉協議会海浜2支部

12 （水） 名古屋市立城山中学校

十文字高等学校

専修大学文学部武田ゼミ

13 （木） 早稲田大学教育学部博物館実習クラス

よみうりカルチャー

14 （金） 東洋美術学校

15 （土） 慶應義塾大学英文学XV

留学生と語り合う会

16 （日） 大東文化大学

18 （火） 横浜美術大学イラストレーションコース

19 （水） 名古屋市立新郊中学校

茨城大学人文社会科学部

20 （木） 佐倉市立中央公民館

21 （金） 明治大学学芸員養成課程

25 （火） 名古屋市立千鳥丘中学校

26 （水） 岡山県立玉野光南高等学校

日本デザイン福祉専門学校

ベストリハ早稲田

27 （木） 徳愛中学（香港）スタディツアー

28 （金） 浦和社会生活大学

29 （土） 東京都立大学

30 （日） 学習院大学博物館実習クラス

日本大学理工学部学芸員養成課程

7月 3 （水） 千葉デザイナー学院

学習院OB

国文学研究資料館

4 （木） 自由学園図書館

5 （金） 国際紙パルプ商事株式会社

6 （土） 日本大学大学院芸術学研究科

アートラボ社会人研究サークル

10 （水） 東京ミドルワークチャレンジ

新宿区図工部

11 （木） 白百合学園中学高等学校

香蘭女学校図書委員会

なかの一期会

12 （金） 日本大学通信教育部

18 （木） 慶應義塾大学斯道文庫講座

20 （土） 葛飾デザイン塾

23 （火） 千葉県立国府台高等学校図書委員会

26 （金） 東京経済大学

ニチバン株式会社

30 （火） 芝浦工業大学付属中学高等学校

宮崎市教育委員会

8月 1 （木） 文京区立水道第二・第三育成室

4 （日） 株式会社日本デザインセンター

6 （火） ローラスインターナショナルスクール初等部

大日本印刷PD本部

20 （火） 比治山大学短期大学部美術科

21 （水） ホスピタルメント文京グラン

22 （木） 板橋区地域くらぶ

23 （金） お茶の水女子大学テクノロジーとジェンダー（演習）

9月 3 （火） 駿河台電子情報＆ビジネス専門学校

4 （水） 東京大学学生体験学習

穴吹ビジネス専門学校

5 （木） 東洋英和女学院大学図書館サポーターWELL

皇學館大学岡野ゼミ

6 （金） イハラグループ総務部会
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12 （木） 埼玉県飯能市立博物館市民学芸員

長野県松本県ケ丘高等学校

14 （土） ナープ関東

19 （木） 東京デザイン専門学校

24 （火） 東京都立六本木高等学校

25 （水） b&g大町

26 （木） 東京大学藤岡ゼミ

27 （金） 大正大学文学部日本文学科

2025年

1月 11 （土） 大妻女子大学比較文化学部

29 （水） Horizon Japan International School

30 （木） 日本写真芸術専門学校

31 （金） 東京都文京区立音羽中学校

東京都文京区立茗台中学校

2月 1 （土） みろく山の会

2 （日） 京華通り自治会

4 （火） 鶴見大学文学部ドキュメンテーション学科

8 （土） 文の京・花と史跡のサークル

12 （水） 青山学院中等部

19 （水） 日介ケアセンター成田東

27 （木） 千葉県市原市立有秋公民館

28 （金） 筑波大学附属桐が丘特別支援学校

3月 5 （水） 株式会社きかんし

18 （火） 共立日語学院中級クラス

19 （水） アイデア脳活サロン

25 （火） 自修館中等教育学校

28 （金） すまいるフォレスト

22 （日） 第一企画株式会社

岐阜県美濃加茂市立西中学校

10月 1 （火） 武蔵野美術大学デザイン情報学科

4 （金） JA横浜戸塚支店下郷支部

9 （水） 宝塚大学メディア芸術学科

16 （水） 仙台白百合学園小学校

小金井市公民館緑分館「みどり・朴の樹学級」

18 （金） 群馬県高崎市立中尾中学校

日本PR協会

東京風景印歴史散歩の会

23 （水） 八島末広会

山形県高畠町立高畠中学校

25 （金） 静岡県浜松市立新津小学校

31 （木） 女子美術大学

11月 1 （金） 防衛大学校人間文化学科

2 （土） 駿河台大学

3 （日） Washi Academy

スペースキッズ大塚校

8 （金） 東京家政学院大学現代家政学科

16 （土） 臨床美術学会

ラミーユ浦和活き活きクラブ

19 （火） 株式会社リコー総合デザインセンター

20 （水） 株式会社小森コーポレーション

21 （木） 日本デザイナー学院

22 （金） 文化学園大学造形学部デザイン・造形学科

23 （土・祝） 駿河台大学

29 （金） 京都芸術大学

12月 3 （火） 錦城学園高校

一般社団法人日本図書設計家協会

6 （金） 東京都立工芸高等学校グラフィックアーツ科

7 （土） あすか倶楽部

11 （水） 慶應義塾大学SBC出版

愛媛県人対協大洲支部 ＊同一団体が複数回来館の場合は初回分を掲載するなど、調整しています

展示室
P&Pギャラリー

	● 入館者データ

展示室 P&Pギャラリー

2024年 4月 1,826 445

5月 2,649 3,207

6月 2,891 3,786

7月 2,486 2,295

8月 2,874 2,043

9月 2,223 1,614

10月 3,596 3,157

11月 5,345 4,250

12月 3,856 3,095

2025年 1月 3,545 3,175

2月 2,767 2,965

3月 2,485 3,039

計（人） 36,543 33,071

各月平均（人） 3,045 2,756
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Fiscal 2024 D
ata

	● SNSデータ
	● 印刷博物館
・	X｜https://x.com/PrintingMuseumT  フォロワー数（2025年3月31日現在）：15,912

・	Instagram｜https://www.instagram.com/printingmuseumtokyo/  フォロワー数（2025年3月31日現在）：5,993

・	Facebook｜https://www.facebook.com/PrintingMuseumTokyo  フォロワー数（2025年3月31日現在）：2,677

・	YouTube｜https://www.youtube.com/@PrintingMuseumT  チャンネル登録者数（2025年3月31日現在）：384

X Instagram Facebook YouTube

ツイート数 投稿 ストーリーズ ライブ リール 投稿 ストーリーズ 動画 ショート ライブ配信

2024年 4月 30 3 1 0 0 5 0 0 0 1

5月 85 5 1 0 0 4 0 0 0 1

6月 56 2 1 0 0 3 0 0 0 1

7月 67 13 7 0 1 15 0 0 0 0

8月 42 14 13 0 0 14 0 0 0 0

9月 37 3 10 0 2 6 0 1 0 0

10月 62 13 1 0 1 15 0 1 0 0

11月 13 2 0 0 0 2 0 0 0 0

12月 32 4 1 0 0 5 0 0 0 0

2025年 1月 25 1 2 0 0 3 0 0 0 0

2月 30 7 5 0 0 7 0 0 1 1

3月 37 22 0 0 0 20 17 1 0 0

合計 516 89 42 0 4 99 17 3 1 4

	● 印刷工房
・	X｜https://x.com/insatsukoubou  フォロワー数（2025年3月31日現在）：8,689

・	Instagram｜https://www.instagram.com/insatsukoubou/  フォロワー数（2025年3月31日現在）：2,314

X Instagram

ツイート数 投稿 ストーリーズ ライブ リール

2024年 4月 9 7 11 0 2

5月 10 5 5 0 3

6月 9 6 6 0 2

7月 17 11 16 0 3

8月 11 6 12 0 5

9月 7 6 8 0 0

10月 8 6 8 0 3

11月 6 5 6 0 1

12月 11 4 8 0 3

2025年 1月 6 5 5 0 0

2月 9 7 6 0 1

3月 9 5 11 0 1

合計 105 73 102 0 24
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	● 新規収蔵資料

＊代表的なもの
	● 購入

・	アルベルトゥス・マグヌス『聖体の秘跡大全』

・	宮沢賢治『春と修羅』初版本

・	フランス思想誌『レ・タン・モデルヌ（現代）』

・	ベーコン『新しい道具』（『大改革』第2部）

	● 他施設への出展協力
	● 市谷の杜 本と活字館企画展

「活字の種を作った人々」

会場：市谷の杜 本と活字館

会期：2023年11月3日（金・祝）～2024年6月2日（日）

貸出資料：3点

・	安藤末松、木彫り種字一式

・	安藤末松、使用ルーペ

・	安藤末松、使用彫刻刀

	● 「奇想の版画  1500-1650

帝都プラハを交差するヨーロッパ版画」

会場：郡山市立美術館

会期：2024年11月9日（土）～12月27日（金）

貸出資料：6点

・	アルブレヒト・デューラー《黙示録》

・	ピーテル・ブリューゲル《怠惰》（『七つの大罪』より）

・	セバスティアン・ブラント 『阿呆船』

・	ハンス・ゼーバルト・ベーハム《キリスト教の寓意》

・	エギディウス・サーデレル《パンとシランクス》

・	ジャック・デ・ヘイン2世《剣と盾を持つ兵士》

アルベルトゥス・マグヌス『聖体の秘跡大全』

〈横浜上陸〉 ヴィルヘルム・ハイネ〈ペリー日本遠征の石版画〉より

	● 神奈川県立歴史博物館特別展

「かながわへのまなざし」

会場：神奈川県立歴史博物館

会期：2024年8月10日（土）～10月6日（日）

貸出資料：6点

・	ヴィルヘルム・ハイネ〈ペリー日本遠征の石版画〉より

〈琉球首里城のペリー〉

〈ルビコン河を渡る〉

〈久里浜上陸〉

〈横浜上陸〉

〈下田上陸〉

〈下田寺院前の軍事演習〉
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	● テレビ・ラジオ

放送日 番組名 放映局 放送内容

2024年 4月1日 シナぷしゅ テレビ東京 印刷工房紹介

4月6日 関口宏の一番新しい江戸時代 BS TBS 当館収蔵品「駿河版銅活字」

4月14日 もしもで考える…
森田健作のなるほど!なっとく塾

BSフジ マイクロブック『四季の草花』紹介

5月9日 TOKYO MORNING RADIO J-WAVE 「GRAPHIC TRIAL 2024」紹介

5月26日 TOPPAN INNOVATION
WORLD ERA

J-WAVE 「GRAPHIC TRIAL 2024」紹介

6月17日 ほのぼの茂 ABCテレビ 当館収蔵品『豆腐百珍』

6月30日 Mr.サンデー フジテレビ 当館収蔵品『小学唱歌集 初編』

8月13日 出川一茂ホラン☆フシギの会 テレビ朝日 当館収蔵品『新編鎌倉志』

9月23日 東京GOOD! TREASURE MAP テレビ東京 印刷博物館紹介

10月4日 ザワつく!金曜日 テレビ朝日 当館収蔵品「謄写版」

10月22日 ニュースーン NHK 「現代日本のパッケージ2024」

12月16日 グッドモーニング テレビ朝日 印刷博物館紹介

2025年 1月1日 先人たちの底力  知恵泉 NHK 印刷博物館紹介、
当館学芸員が徳川家康の出版事業について解説

1月11日 出没!アド街ック天国 テレビ東京 当館収蔵品『江戸名所図会』

1月17日 チコちゃんに叱られる NHK 当館収蔵品「ワシントン印刷機」、
「東京築地活版製活字組版」、『孔子家語』

1月20日 偉人の年収 How much? NHK Eテレ 当館収蔵品「嘉永新増 大日本国郡輿地全図」

2月25日 開運!なんでも鑑定団 テレビ東京 当館収蔵品『解体新書』

3月3日 クイズプレゼンバラエティーQさま! テレビ朝日 当館収蔵品『新編鎌倉志』

3月19日 3か月でマスターする江戸時代 NHK Eテレ 当館収蔵品
「北亜墨利加合衆国帝王ヨリ献上貢物品  々蒸気車之図」

3月26日 ランキングヒストリー
世界を変えた“発明品”ベスト5

NHK BS 当館収蔵品『禽獣魚介蟲図譜』、「木製手引印刷機」、
『グーテンベルク42行聖書』（原葉）

	● 新聞

発行日 新聞名 号 掲載内容

2024年 4月1日 下野新聞 朝刊 印刷博物館紹介

4月5日 愛媛新聞 朝刊 印刷博物館紹介

4月8日 産経新聞 朝刊 印刷博物館紹介

4月11日 中国新聞 朝刊 印刷博物館紹介

4月17日 西日本新聞 朝刊 印刷博物館紹介

4月18日 静岡新聞 朝刊 印刷博物館紹介

5月1日 毎日新聞 朝刊 印刷博物館紹介

5月9日 北國新聞 朝刊 印刷博物館紹介

7月25日 西日本新聞 朝刊 当館学芸員へのインタビュー

9月24日 朝日新聞 夕刊 「写真植字の百年」

10月08日 朝日新聞 夕刊 「現代日本のパッケージ2024」

10月22日 朝日新聞 夕刊 「源氏物語登場  古典の復興」

12月01日 産経新聞 朝刊 「写真植字の百年」

12月16日 日本経済新聞 夕刊 当館収蔵品『西洋職人づくし』

12月22日 朝日新聞 夕刊 「世界のブックデザイン2023–24」

2025年 1月9日 西日本新聞 朝刊 「写真植字の百年」

1月13日 読売新聞 朝刊 都内版 当館学芸員へのインタビュー

1月26日 日本経済新聞 日曜折り込み版 「写真植字の百年」
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	● 雑誌

発行日 雑誌名 号 掲載内容

2024年 4月1日 チャレンジ5年生 未来発見 BOOK マイクロブック『四季の草花』

6月1日 版画芸術 204号 当館収蔵品 「LE NIL」

10月25日 芸術新潮 2024年11月号 「写真植字の百年」

11月25日 芸術新潮 2024年12月号 「写真植字の百年」

12月1日 チャレンジ6年生 2025年12月号 当館収蔵品『解体新書』

12月1日 日経サイエンス 2024年12月号 「写真植字の百年」

12月1日 ブレーン 773号 「写真植字の百年」

12月3日 東京人 2025年1月号 「写真植字の百年」

12月10日 アイデア 408号 「写真植字の百年」

12月24日 日経デザイン 2025年1月号 「現代日本のパッケージ2024」

12月25日 芸術新潮 2025年1月号 「写真植字の百年」

2024年 1月1日 小説すばる 2025年1月号 当館学芸員による取材協力

1月25日 芸術新潮 2025年2月号 「写真植字の百年」

1月25日 日経サイエンス 2025年3月号 「世界のブックデザイン2023–24」

2月25日 デザインのひきだし 54号 「GRAPHIC TRIAL 2025」

	● ウェブ

サイト名 掲載内容

artscapeレビュー 「GRAPHIC TRIAL 2024」、「現代日本のパッケージ2024」、「世界のブックデザイン2023–24」

GINZA 「世界のブックデザイン2023–24」

JDN 「世界のブックデザイン2023–24」、「写真植字の百年」

Padograph 「GRAPHIC TRIAL 2024」、「欧文活字の銀河」、「源氏物語登場 古典の復興」、
「現代日本のパッケージ2024」、「写真植字の百年」、「世界のブックデザイン2023–24」

Sfumarto スフマート 「GRAPHIC TRIAL 2024」、「現代日本のパッケージ2024」、「世界のブックデザイン2023–24」

The Fashion Post 印刷博物館紹介

Tokyo Live＆Exhibits 「現代日本のパッケージ2024」、「写真植字の百年」

WebPOPEYE 「写真植字の百年」

ウォーカープラス 「GRAPHIC TRIAL 2024」、印刷博物館紹介

市ヶ谷経済新聞 「現代日本のパッケージ2024」

活版印刷研究所 「欧文活字の銀河」

タイムアウト東京 「写真植字の百年」

東京マラソン2025観光見どころマップ 印刷博物館紹介

とうきょうユニバーサルデザインナビ 印刷博物館紹介

ぴあ 「写真植字の百年」

モリサワnote 「写真植字の百年」

ヨメルバ 印刷博物館紹介

レッツエンジョイ東京 印刷博物館紹介
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op

	● 企画展「欧文活字の銀河」関連グッズ

	● ポストカード A Musician at the Keyboard（¥275）

『モノタイプ・システム』の中のキーを打つ音についてユニークな一節を

ポストカードに仕立てました。印刷工房製です。

	● サコッシュ  モノタイプキーボード（¥1,320）

モノタイプオペレーター用マニュアルの中の図版をプリントしました。A5

版ノートが入ります。

	● 欧文活字ピンバッジ（8種）（各￥880）

印刷博物館所蔵の欧文活字から原寸大のピンバッジをつくりました。

台紙には書体名とサイズが記され、天金加工の小口がキラリと光ります。

	● オリジナル「浮き星－欧文活字の銀河」（￥756  販売終了）

金平糖に似た新潟銘菓「浮き星」はあられに砂糖蜜がかかったやさし

い甘さのお菓子です。缶のラベルを印刷工房で印刷しました。

「欧文活字の銀河」展期間限定で、2階レストラン「小石川テラス」では

カラフルな「浮き星」を使った企画展コラボメニューが提供されました。

	● 福袋（￥2,025  販売終了）

年始にはミュージアムショップ店頭とオンラインショップにて、オリジナル

グッズを詰め合わせた福袋を数量限定で販売しました。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

	● 印刷博物館オリジナルグッズ 
（価格はすべて税込みです）

新商品をご紹介します
	● 印刷博物館×銀座 松崎煎餅  コラボ三味胴『雪華図説』（￥1,620）

収蔵資料の『雪華図説』から選んだ雪の結晶を描いた瓦煎餅です。

	● 同じデザインのポストカード（￥165）

	● 「TYPE of TEA」（和紅茶ティーバッグ）（￥250）

お好みの柄を選べる活版印刷のラベルは現在6種類。印刷工房にて

制作しています。

　ラベルデザインは不定期に変わります。

	● 企画展「写真植字の百年」関連グッズ

	● ポストカード  写真植字の百年（ピンク・緑）（¥165）

	● てぬぐい  写植機文字盤（¥1,980）
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T
opics

	● 企画展「写真植字の百年」図録が、
「第66回全国カタログ展」にて銀賞受賞

2024年9月21日（土）～2025年1月13日（月・祝）に開催し

た企画展「写真植字の百年」の図録が、「第66回全国カタ

ログ展」にて図録部門銀賞を受賞しました。

　全国カタログ展は、カタログは商品・製品・サービス等の

周知やPRに欠かせない強力な媒体であるとし、その優秀

なカタログを顕彰するコンクールです。製版・印刷技術に

優れ、企画・デザインについてもその制作意図が明確であ

ることが審査の基準となっています。今回は226点の応募

がありました。

　本書は写真植字機の発明から100年を記念して制作した

企画展図録です。装丁デザインは、佐藤篤司氏によるもの

で、ハードカバーのスイス装です。写真植字の文字盤をイ

メージしたフィルムによるカバーをつけ、表紙はカバーとは

ネガポジ逆転した、まるで印画紙のように白地に文字を印刷

したデザインとなっています。

　印刷博物館ミュージアムショップおよびオンラインショップ

でご購入いただけます。

	● YouTubeチャンネル「印刷博物館」開設!

2024年1月より、印刷博物館公式YouTubeチャンネルを開

設しました。

　企画展の紹介、展示資料の解説動画や、ポッドキャスト、

トークショーのライブ配信など、さまざまなコンテンツを公

開いたします。第1弾の動画は、「印刷博物館メタバースい

んぱくメタミュージアム」の紹介動画でした。

　これからもさまざまなコンテンツを発信していきますので、

ぜひチャンネル登録をお願いいたします。

YouTubeチャンネル「印刷博物館」

https://www.youtube.com/@PrintingMuseumT

	● 2024年度の公開動画
	● 動画

・印刷博物館メタバース「いんぱくメタミュージアム」

・企画展「写真植字の百年」紹介

・ほーりーと行く!いんぱくメタミュージアム!
	● ライブ

・GRAPHIC TRIAL2024 展示の見どころポイント!!!

・オンライン・デザイントーク1

・オンライン・デザイントーク2

・第5回印刷文化学会議
	● ポッドキャスト

・いんぱくPodcast
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製作協力：金峯山修験本宗  総本山  金峯山寺
製作著作：TOPPAN株式会社

制作  TOPPAN株式会社
監修  山下裕二（明治学院大学 教授） 荒井経（東京藝術大学 教授）
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	● デジタル文化財ミュージアム 
KOISHIKAWA XROSS®観覧ツアー

実施日 土日ならびに土日に続く祝日、振替休日

実施時間 1日3回
1回目13:30～  2回目15:00～  3回目16:30～

所要時間 約50分  各回入れ替え制

観覧料金 一般（高校生以上）：500円　＊印刷博物館入場料別途要 
中学生以下および70歳以上の方：無料

・	VR THEATER 

VR作品『金峯山寺』

・	EXHIBITION ROOM

伊藤若冲「釈迦十六羅漢図屏風」デジタル推定復元

会期 2024年10月5日（土）～
＊8月24日（土）、25日（日）の2日間、限定先行公開を実施

日数 52日間

入場者数 2,165人

	● VR作品『金峯山寺』
日本古来の山岳信仰と外来の仏教などが融合して成立した日本独自の

宗教修
しゅげんどう

験道の中心である金峯山寺。蔵王堂と蔵王権現立像をVRで再

現し、通常では見ることのできない角度や方向から鑑賞することを可能

にしました。全長20m、高さ5mの超高精細16K自発光LEDカーブビジョ

ンのVRシアターで、まるで現地を訪れたかのような没入体験を提供し、

蔵王堂の見どころと蔵王権現立像に込められた意味を紹介しました。

	● 伊藤若冲「釈迦十六羅漢図屏風」デジタル推定復元
江戸時代を代表する画家、伊藤若冲による幻の作品「釈迦十六羅漢図

屏風」は、「枡目描き」という特徴的な描法が用いられた作品のひとつで

すが、現在行方不明とされ、焼失した可能性が高いと考えられています。

その姿を伝える小さな白黒図版を読み解き、現代に色鮮やかに蘇らせ

ました。復元の過程を紹介するだけではなく、壁面と床面へのイマーシ

ブ映像投影などにより、作品と若冲の知られざる魅力を紹介しました。

	● 感想・意見

・	デジタルならではの没入感と、その再現度に感動しました。とても楽し

く観覧させていただきました。

・	貴重な機会をありがとうございました。デジタルだからこそ見られる文

化財の良さを知ることができ良かったです。

・	VRの映像がとてもきれいでした。印刷技術で屏風を復元したのもすご

いと思いました。また観に来たいと思います。

・	もっとじっくりと見たいと感じました。技術が文化財の理解にもっと深く

関わっていく未来がとても楽しみです。

・	貴重な資料や体験をゆっくりと堪能できる贅沢なツアーでした。文化財

の保護、研究などへの貢献度が素晴らしいと思いました。あり得ない体

験が出来るのはデジタルならでは。沢山の方に体験してもらいたいです。

メディアなどを通してどんどん情報発信していただいたら、と思います。

・	VR映像が素晴らしい。見たこともないものだった。今後の美術鑑賞の

あり方を示すかも。

・	VRの臨場感が凄かった。けれど、凄すぎて、少し酔ってしまいました。

若冲の絵のカラー再現は、とても興味深く苦労が感じられました。

・	鑑賞時間があと30分くらい欲しかったし、名品の説明操作をゆっくり全

部やってみたかった。

性別

男性 125人（38.5％）

女性 198人（60.9％）

その他・未回答 2人（0.6％）

アンケート

回答者数 326人

回答率 15.1％

観覧ツアーのご参加について

ひとりで 103人（31.7％）

家族と 145人（44.6％）

友人・知人と 73人（22.5％）

仕事関係 4人（1.2％）

観覧ツアーを知ったきっかけ

webサイト 121人（37.2％）

TV・ラジオ 52人（16％）

新聞・雑誌 6人（1.8％）

SNS 17人（5.2％）

家族・友人・知人から 106人（32.6％）

その他 23人（7.1％）

観覧ツアーの所要時間

ちょうどよい 230人（71％）

長い 7人（2.2％）

短い 87人（26.9％）

各エリアの満足度

VRシアター『金峯山寺』

大変満足 270人（83.3％）

満足 43人（13.3％）

普通 4人（1.2％）

少し不満 6人（1.9％）

不満 1人（0.3％）

企画展示室「伊藤若冲 復元屏風」

大変満足 234人（72.4％）

満足 83人（25.7％）

普通 3人（0.9％）

少し不満 3人（0.9％）

不満 0人（0％）

年代

10代以下 28人（8.6％）

20代 28人（8.6％）

30代 24人（7.4％）

40代 51人（15.6％）

50代 78人（23.9％）

60代 72人（22.1％）

70代以上 45人（13.8％）

居住地

東京都 174人（53.4％）

神奈川県 38人（11.7％）

埼玉県 35人（10.7％）

千葉県 31人（9.5％）

その他道府県・海外 48人（14.7％）

職業

会社員・団体職員・
自営業

174人（53.4％）

パート・アルバイトなど 23人（7.1％）

専業主婦・夫 35人（10.7％）

大学生・大学院生・
専門学校生・高専

17人（5.2％）

高校生以下 21人（6.4％）

無職 41人（12.6％）

その他 15人（4.6％）

2024
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	● 2024年企画展「写真植字の百年」

・	開催期間：

2024年9月21日(土)～

2025年1月13日（月・祝）

・	入場者数：15,960人

・	回答者数：797人

・	回答率：5.0％

	● 性別

男性 334人（42.5％）

女性 405人（51.5％）

回答しない・その他 47人（5.9％）

	● 年代

10代 34人（4.3％）

20代 246人（30.9％）

30代 129人（16.2％）

40代 111人（13.9％）

50代 169人（21.2％）

60代 102人（12.8％）

70代 34人（4.3％）

	● 居住地

東京都 425人（53.3％）

神奈川県 110人（13.8％）

埼玉県 60人（7.5％）

千葉県 60人（7.5％）

茨城県 15人（1.9％）

栃木県 5人（0.6％）

その他の道府県 115人（14.4％）

海外 6人（0.8％）

	● 職業

会社員・団体職員・
自営業・アルバイトなど

570人（71.5％）

大学生・大学院生・

専門学校生・高専

145人（18.2％）

無職 32人（4.0％）

専業主婦・夫 20人（2.6％）

高校生・中学生 11人（1,4％）

その他・未回答 19人（2.4％）

	● 当館を知ったきっかけ＊

SNS 269人（33.8％）

WEBサイト 206人（25.8％）

友人・知人 181人（22.7％）

ポスター・チラシ 160人（20.1％）

学校の先生、

授業や課題など

54人（6.8％）

ここにきて初めて知った 41人（5.1％）

電車広告 31人（3.9％）

駅看板・駅ポスター 19人（2.4％）

DM 10人（1.3％）

新聞・雑誌 9人（1.1％）

ぐるっとパス 6人（0.8％）

バスラッピング広告 4人（0.5％）

テレビ・ラジオ 3人（0.4％）

	● 展示について
	● 展示構成

わかりやすい 638人（80.1％）

普通 149人（18.7％）

わかりにくい 10人（1.3％）

	● 展示方法

見やすい 643人（80.7％）

普通 142人（17.8％）

見づらい 12人（1.5％）

	● 解説内容

わかりやすい 556人（69.8％）

普通 188人（23.6％）

難しい 53人（6.6％）

	● 資料点数

ちょうどよい 87人（10.9％）

多い 636人（79.8％）

少ない 74人（9.3％）

＊複数回答可｜％は回答者全体（797人）のう

ち、各解答別に選択した人数が何人いるかを

示す割合のため、合計は100％にならない。

	● 印象に残った展示資料
・	『全宇宙誌』カバー写真植字貼り込み版下、

カバー刷り本

・	文字盤

・	契約書

・	写真植字機実物（初期の実用機、写真植字

機SK-3RY、写真植字機MC-6、写真植字機

PAVO-KY、写真植字機ROBO 15XY Ⅲ、写

真植字機LEONMAX ZOOM1）

・	リュウミン原図

・	ポスター「森・林」

・	ポスター「第8回東京国際半場ビエンナーレ展」

・	ポスター「Morisawa写植」

・	『デザイン』

・	『typo 1』『typo 2』

・	映像「写真の原理で印字する写真植字機

PAVO-KY」

・	写植インタビュー映像 写植をめぐる人びと

	● 企画展についてご意見
・	よくわかっていなかった写植について理解が

深まり、とてもよい展示でした。

・	映像がわかりやすく、展示も面白かった。

・	写植の知識が浅い人間でも楽しく最後まで見

ることができました。

・	大変面白かったです。写真植字を芸術的に

用いた実例をもっと見たかったです。

・	昔写植をしていたので懐かしさを感じながら

見ました。

・	写植や写植機についてだけでなく、書体も取

り上げてくれていたので、内容が大変濃く、

とても楽しく見ることができました。

・	期待以上の展示内容で面白かった。ただ、

今日のDTPやデジタルフォントへの進化がな

かったのは残念。

・	やはり記録を残すのは有意義。良い企画だ

と思う。

・	インタビューが大変興味深かったです。

・	暗くて字が小さい解説文が読みにくいです。

・	休憩場所がほしい。

基
本
情
報

ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

Q
uestionnaire 



55

	● 2024年常設展

・	開催期間：

2024年4月2日(火)～9月6日（金）

・	入場者数：15,864人

・	回答者数：67人

・	回答率：0.4％

	● 性別

男性 38人（56.7％）

女性 25人（37.3％）

回答しない 4人（6.0％）

	● 年代

10代 5人（7.6％）

20代 22人（33.3％）

30代 10人（15.2％）

40代 13人（19.7％）

50代 11人（16.7％）

60代 5人（7.6％）

70代 0人（0％）

	● 居住地

東京都 31人（47.0％）

神奈川県 9人（13.6％）

千葉県 8人（12.1％）

埼玉県 6人（9.1％）

茨城県 3人（4.5％）

群馬県 1人（1.5％）

その他の道府県 8人（12.1％）

海外 6人（0.8％）

	● 職業

会社員・団体職員・
自営業・アルバイトなど

45人（67.2％）

大学生・大学院生・
専門学校生・高専

9人（13.6％）

無職 6人（1.5％）

高校生・中学生 4人（6.1％）

専業主婦・夫 2人（3.0％）

	● 当館を知ったきっかけ＊

WEBサイト 24人（35.8％）

SNS 11人（16.4％）

友人・知人 9人（13.4％）

学校の先生、

授業や課題など

8人（11.9％）

Googleマップ・地図 6人（9.0％）

ここにきて初めて知った 5人（7.5％）

新聞・雑誌 4人（6.0％）

ポスター・チラシ 3人（4.5％）

ぐるっとパス 3人（4.5％）

駅看板・駅ポスター 2人（3.0％）

テレビ・ラジオ 2人（3.0％）

ニコニコ美術館 1人（1.5％）

	● 展示について＊

	● 印象に残ったコーナー

印刷×技術 46人（68.7％）

印刷の日本史 44人（65.7％）

プロローグ 37人（55.2％）

印刷の世界史 26人（38.8％）

印刷工房の
欧文書体アーカイブ

14人（20.9％）

印刷工房 9人（13.4％）

	● 「印刷の日本史」で印象に残った時代

古代・中世 30人（44.8％）

近世 25人（37.3％）

近代 26人（38.8％）

現代 22人（32.8％）

	● そのほかに印象に残った展示

・	マイクロブック

・	活字パズル

・	浮世絵

・	オリンピックポスター

・	カレンダースタンプ

・	木製印刷機の実演

・	輪転機や印刷機のミニチュア展示

・	鯰絵

・	戦時中のポスター

	● 展示方法

見やすい 53人（81.5％）

普通 12人（18.5％）

見づらい 0人（0％）

	● 展示についてのご意見
・	一つ一つに対して細かく説明されていて、学

びながら展示物を見ることができた。

・	モニターは見やすくてよいが、平らに置かれ

て覗き込む形より、斜めに展示されていた方

が見やすく、覗き込まなくて済むと思う。

・	どれもわかりやすく楽しく素晴らしかったです。

・	ビデオ等の付属説明もあり分かりやすい。

・	以前に来た時よりも、貴重なコレクションの展

示がカッコよくなっていました。

・	印刷の世界史、グーテンベルク聖書などの

ブースですが、その頃日本ではという資料の

紹介も添えられていてとても良かったです。

・	壁面の年表や、資料写真も素敵でした。

・	とてもわかりやすい説明で、印刷の工程とか

動画や実際に模型で見られたので、より分か

りやすかった。

・	迫力ある展示で考えさせられましたが、コン

ピュータ・DTP、電子書籍以降の「現代」と印

刷の掘り下げがもう少し欲しかったです。

・	印刷の技術部分についてもう少し詳しく知り

たかった。

・	映像もあり、製版や印刷方法の流れなどがわ

かりやすかったです。思ったより長い動画も

あったので、何分くらいの動画なのかわかる

と嬉しいと思いました。

＊複数回答可｜％は回答者全体（67人）のう

ち、各解答別に選択した人数が何人いるかを

示す割合のため、合計は100％にならない。
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	● 所在地

東京都文京区水道1丁目3番3号

TOPPAN小石川本社ビル  〒112-8531

電話 03-5840-2300（代）  FAX 03-5840-1567

	● 開館時間

10時～18時（入場は17時30分まで）

	● 休館日

毎週月曜日（ただし祝日／振替休日の場合はその翌日）

年末年始・展示替え期間

	● 入場料

一般：500円｜学生：200円｜高校生：100円

中学生以下および70歳以上の方：無料

＊一般入場料を2025年1月23日より改定しました。

	● 団体割引（20名以上）

一般：450円｜学生：150円｜高校生：50円

＊企画展期間中は入場料が変わります。

＊5月5日（こどもの日）、11月3日（文化の日）は入場料が無料となります。

＊障がい者手帳等をお持ちの方およびその付き添いの方は無料となり

ます。

	● 交通のご案内
	● 江戸川橋駅

東京メトロ有楽町線（4番出口）より徒歩約8分
	● 飯田橋駅

JR総武線（東口）、東京メトロ有楽町線、

東京メトロ東西線、東京メトロ南北線、

都営地下鉄大江戸線（B1出口）より徒歩約13分
	● 後楽園駅

東京メトロ丸ノ内線、東京メトロ南北線（1番出口）より

徒歩約10分
	● 都営バス［上69］

上野公園～春日駅前～小滝橋車庫／「大曲」「東五軒町」

下車徒歩約3分
	● 都営バス［飯64］

九段下～飯田橋駅前～小滝橋車庫／「大曲」「東五軒町」

下車徒歩約3分
	● 文京区コミュニティバス［B−ぐる］

目白台・小日向ルート「TOPPANホール 印刷博物館」

下車徒歩約3分

＊TOPPAN小石川本社ビル地下駐車場がご利用になれます（有料）。

有楽町線
［江戸川橋駅］出口4

トーハン

［飯64］大曲 ［上69］
大曲

交番

モリサワ

小石川税務署

丸ノ内線・南北線
［後楽園駅］出口1

小石川
後楽園

JR飯田橋駅

東京ドーム

至秋葉原
総武線

神田川
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［飯64］［上69］
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印刷博物館

地下鉄［飯田橋駅］
出口B1

	● 印刷博物館施設一覧

	● アクセスマップ

授乳室

ロッカー

化粧室

ロッカー

化粧室

	● 1F

  P&Pギャラリー

  ライブラリー

  ミュージアムショップ

	● 2F
・	レストラン小石川テラス

・	ハートフルカフェ

	● ビル内施設
	● 1F
・	TOPPANホール

	● 1F

	● B1F

	● B1F

  チケットカウンター

  プロローグ

  展示室

  印刷工房

  デジタル文化財ミュージアム
KOISHIKAWA XROSS®

  研修室
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Facility
研修室

ミュージアムショップ

	● 研修室

当館見学のオリエンテーションや映像ソフトの上映などを行

うほか、企画展に関連した、当館主催の講演会や各種ワー

クショップ、その他の学習活動に使用しています。

	● ミュージアムショップ

印刷に関する書籍や企画展の図録をはじめ、収蔵資料を

モチーフにしたポストカードやTシャツなど、印刷の歴史に

ゆかりのあるグッズを中心に、当館ならではのアイテムを取

り揃えています。

	● デジタル文化財ミュージアム KOISHIKAWA XROSS®

「文化財を通じて、過去と未来、人と文化が交差する、感性

で楽しむデジタル文化財のミュージアム」をコンセプトに、

印刷テクノロジーで培ってきた画像処理やカラーマネジメン

トなどの高度な技術を活用し、デジタル技術による新しい

文化財の鑑賞体験が可能です。

　大型LEDカーブビジョンのVR THEATERやインタラク

ティブな操作体験ができる文化財鑑賞システム、壁面と床

面へのイマーシブ映像投影も可能な企画展示スペースなど

により、超高精細なVR映像をはじめとしたデジタル文化財

コンテンツを紹介しています。文化財の魅力や作品が持つ

ストーリーをより楽しんでいただけます。

　2024年10月5日（土）より公開を開始しました。
	● GATE

プロローグとして、鳥居型のLEDビジョンがゲストをお迎え

します。デジタルアーカイブの出発点を表現した光の粒子

がミュージアム内を導きます。

	● VR THEATER

全長20m、高さ5mの大型LEDカーブビジョンに描画さ

れた16K超高精細VR映像が、圧倒的な臨場感で文化財

への没入体験を提供します。国内外さまざまな文化財の

魅力やストーリーをデジタル文化財ナビゲーターがご案内

します。

	● GALLERY

文化財の色や形を精緻に記録したデジタルアーカイブを活

用し、多様な鑑賞体験をご紹介するギャラリーです。大型

ディスプレイと連動したインタラクティブな文化財鑑賞システ

ムなど、さまざまな形のデジタル文化財を展示しています。

	● EXHIBITION ROOM

デジタル文化財の最新プロジェクトを紹介する110m²の企

画展示スペースです。壁面と床面へのイマーシブ映像投

影や失われた文化財の推定復元作品などの特別展示を

行います。
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経営委員会

館長 副館長（館長代理） 学芸企画室

企画検討会議 学芸企画部門

学芸普及部門

運営管理部門

＊印刷博物館の運営母体はTOPPANホールディングス株式会社です。

	● 組織

	● TOPPAN小石川本社ビル概要

	● 敷地概要
敷地面積｜12,541m²

地域地区｜準工業地域  準防火地域第3種高度地区

	● 建物概要
建築面積｜5,028m²

延面積｜54,219m²

建物高さ｜�高層棟：96.0m  低層棟：17.7m

階数｜�高層棟：地上21階  地下3階  塔屋

低層棟：地上3階  地下3階

	● 建築概要（TOPPAN小石川本社ビル内低層棟1階、地下1階）

	● 総床面積
4,149m²

	● 展示室仕様
	● 規模

面積｜P&Pギャラリー：445m²／プロローグ：385m²／

展示室：1,387m²

天井高｜P&Pギャラリー：3,500mm／プロローグ：5,800mm／

展示室：4,200mm

	● 仕上

床｜フローリング貼  ナラ板目ウレタンワックス塗装

壁｜EP塗装（クロス下地）

天井｜コンクリート部  VP塗装、タケダシート

鉄骨部｜EP塗装

ボード部｜EP塗装

	● 空調設備

24時間空調設備／温度：22±2℃／湿度：55±5%

	● 消火設備

P&Pギャラリー｜予作動式スプリンクラー消火設備

プロローグ｜予作動式スプリンクラー消火設備

展示室｜窒素ガス消火設備

建物構造｜高層棟：地上部分鉄骨造、

地下部分鉄骨鉄筋コンクリート造

低層棟：地上部分、地下部分鉄骨鉄筋コンクリート造

外装仕上げ｜高層棟：カーテンウォール（ガラス・アルミパネル）

低層棟石張りほか

	● 工事工期
1997（平成9）年10月22日～2000（平成12）年3月31日  30カ月 

竣工式2000年4月7日

	● 設計・施工
設計・監理｜株式会社岡田新一設計事務所

施工｜安藤建設・鹿島・東急建設共同企業体

O
verview

 

	● 収蔵庫仕様
	● 規模

面積｜228.5m²

	● 仕上

床｜ブナフローリング  無塗装

壁｜日本杉（目地 スプルス、木質系調湿材使用）

天井｜日本杉

	● 空調設備

24時間空調設備／温度：22±0.3℃／湿度：55±5%

	● 消火設備

窒素ガス消火設備

	● ライブラリー仕様
	● 規模

面積｜総面積：173.6m²／書庫：97m²／閲覧コーナー：20m²（6席）

	● 空調設備

24時間空調設備／温度：22±3℃／湿度：55±5%

	● 消火設備

書庫｜窒素ガス消火設備

その他｜予作動式スプリンクラー消火設備

	● 警備
全館24時間警備体制／監視用TVカメラ設置／センサーによるセキュ

リティシステム
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	● 特徴
Emphasis of Activities

印刷をコミュニケーション・メディアおよび表現芸術ととら

え、その普遍的な価値と可能性を追究する。

The Museum will explore the potential and universal value of 

printing, regarding it both as a communicative medium and an 

expressive art.

広く世界の印刷を視野に入れながらも、日本、アジアの印

刷に重点をおいて展開する。

While maintaining a broad outlook on printing culture from 

various parts of the world, the Museum will develop its programs 

with particular emphasis on Japanese and Asian printing cultures.

展示は常設展を中心に展開する。従来の博物館とは違い、

常に変化する新しい博物館活動を展開する。

Exhibitions will be planned with a focus on the general exhibition. 

Unlike many conventional museums, the Museum’s program of 

activities will be constantly changing and renewed.

マルチメディアを活用して、館内外のネットワークとデジタル

アーカイブの構築、デジタル表現などの対応を図る。

The Museum will disseminate printing-related information 

by establishing an intranet and extranet and digital archive of 

multimedia content.

企業博物館ながら、位置づけは公共文化施設として幅広い

人々を対象とする。

The Museum will be designed for use by the general public.

	● 設立趣旨
Aims of the Museum

社会、文化の発展に大きく貢献してきた印刷の役割と意義

を、広く社会に公開する。

To exhibit and explain to society at large the important role and 

significance of printing in the development of society and culture.

未来のコミュニケーション･メディアとしての印刷の拡がり

と、可能性を提案していく。

To demonstrate the potential of printing in the evolving media 

environment of the future and explore how it should contribute 

to the emerging communication society.

従来の印刷表現技術を再認識し、その重要性を次世代に

伝える。

To preserve the technology of printing expression that has been 

indispensable to the advance of human civilization in the past 

and carry on that tradition into the future, based on the results of 

research at the Museum.

研究、教育機能を充実させ、これまでの技術中心の視点に

加え、文化的側面からのアプローチをも行い、「印刷文化学」

を確立させる。

To contribute to the establishment of the field of Printing Culture 

Studies by developing the Museum’s research and educational 

functions and gathering relevant information and knowledge 

from a broad array of sources.

M
useum
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